
 

筑紫野 　今回は一般質問を傍聴しましたが、
市民が納得できる答弁を今後期待して
います。
　先日、予算の委員会を傍聴しました
が、それぞれの議員の考え方が自由な発
言を通して伝わってきてよかったです。
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◇議会を傍聴された感想は？

　これからも市民の代表として行政に
対してきちんとした対応を求め、筑紫
野市のために議会として活動をしてほ
しいです。

◇議会に期待することは？

市に関心をもって傍聴しています
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あじさい園（筑紫野市武蔵６２９）
平成12年にあじさいを植樹したのを契機に、平成26年
に筑紫野経済同友会結成３０周年事業として、リニュー
アルをしました。市民の皆さんの憩いの場として是非ご
利用ください。

今回の表紙

●【特集】新人議員座談会
●予算審査特別委員会

目次

　第９５回全国市議会議長会定期総会において、横
尾秋洋議員、大石泰議員が、永年の議会活動を通
じ、地方自治と市政の発展に寄与された功績に対
し、議員２０年以上特別表彰を受賞されました。

■次回第186号は令和元年11月15日発行予定です。

議会を知る Facebook 日記 議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。

７月１日　議員20年以上特別表彰

 

議員の つ ぶ や き
市民の皆様のご支援・ご協力に心から
感謝いたします。今後も市政の発展の
ために邁進いたします。



新人議員座談会を
行いました!!
司会：波多江議員（２期目）

　　 八　議員・城議員・ 坂口議員・段下議員・前田議員（1期目）
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　令和元年度一般会計予算を審査する ために、予算審査特別委員会を設置
し、議員全員で審査をしました。
　予算の総額は、対前年度比30億 6200万円（9.0%）
減の309億5100万円です。

歳入
事業

ピックアップ

使用料及び手数料
5億5545万円

1.8%

繰入金・繰越金
1億4663万円

0.5%

市税
134億9691万円

43.6%

民生費
147億5677万円

47.7%

公債費
25億9768万円

8.4% その他
23億6231万円

7.6%

土木費
26億4104万円

8.5%
教育費

26億7593万円
8.7%

衛生費
 30億4153万円

 9.8%

総務費
28億7574万円

9.3%

歳出合計
309億5100万円

自主財源
161億
8141万円　　  
52.3%

依存財源
147億
6959万円     　　   
47.7%

諸収入など
19億8242万円

6.4%

地方交付税
31億8776万円 

10.3%

市債
12億6447万円

4.1%

国県支出金
82億2987万円

26.6%

地方譲与税、
各種交付金など
20億8749万円

6.7%

歳出

《 委員会質疑 》

令和元年度
一般会計予算

予算審査特別委員会

ハザードマップ作成業務委託事  業 1667万円

保育人材確保対策事業 3322万円

プレミアム付き商品券事業 ４億7835万円

災害関連地域防災がけ崩れ対策  事業 ２億3050万円

《議員》洪水や土砂災害、地震などの防
災情報が掲載されたハザードマップの更
新において、洪水と地震とでは避難する
場所が異なる可能性があるが市民にとっ
て分かりやすい表記となるのか。

《執行部》洪水や地震など災害の種類に
応じた避難場所についてより多くの市民
に理解してもらえるような分かりやすい
表記にしたい。

309億円
・平成23年度に作成したハザードマップを更 新する

・保育士資格を持たない保育補助者を新たに 雇用する私立保育園に対し、一部補助する

・低所得者、子育て世帯（０～３歳半児）向 けに販売を行う

・平成30年7月豪雨が激甚災害に指定された ことに伴い、被害を及ぼすと認められる箇所
　において、がけ崩れ防止工事を実施する

小中学校ICT環境整備事業 6978万円
・学校の無線LANの整備やPC等のリースを 行う

全員一致

可決

ハザードマップ作成業務委託事業

《議員》コミュニティバスの運行開始時
に様々な要望があったと思うが、今年度
予算ではルート変更やバス停の数などの
改善点を勘案した内容となっているか。

《執行部》運行開始から間もないため現
時点では加味していないが、今後の利用
動向を見ながら必要が生じた場合には検
討していきたい。

コミュニティバス等運行事業

《議員》市として学校におけるICT環境
整備計画をどのように考えているか。

《執行部》現在検討を進めているところ
であり、今年度は、インターネットの活
用に必要となる無線LAN環境を全小中学
校に整備することで、将来的には、教員
がパソコンを活用して授業を行ったり、
児童生徒が教室で様々な事柄を調べるこ
とができるようにしたい。

小中学校ICT環境整備事業

《議員》レジ袋削減の啓発などごみ減量
対策にどのように取り組むのか。

《執行部》市内の大量排出事業所に対し
てはごみ減量に向けた計画書の提出を指
導したり、マイバッグの持参率を上げる
ため、市、ごみ減量推進連絡協議会、事
業者の３者間で協定を締結するなどして
おり、それらを継続することでごみ減量
に向けた意識の向上に努めていく。

ごみ減量対策事業

《議員》保育人材確保 対策事業を活用して、
保育士資格を持たない 保育補助者を雇用する
ことや、勤務形態に応 じて臨時職員の賃金単
価を改善するなどの対 策によって待機児童を
解消できるのか。

《執行部》施政方針の 中で述べているとお
り、待機児童の解消は 喫緊かつ重要な課題で
あると認識しており、 解消に向けて事業を推
進していく。

保育人材確    保対策事業

議会だより筑紫野 筑紫野5 4令和元年8月15日 185号　議会だより
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第
六
次
総
合
計
画
へ

の
思
い
は

議
　
員
　
第
五
次
総
合
計

画
も
最
終
年
度
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価

を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
来
年
度
は
第
六
次
総

合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
る
。
本
市
の
行
く
末

を
予
測
さ
れ
、
計
画
に
反

映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え

は
。

市
　
長
　
第
五
次
総
合
計

画
の
各
施
策
の
成
果
指
標

の
う
ち
、
８
割
以
上
の
指

標
で
目
標
の
達
成
が
見
込

ま
れ
る
と
と
も
に
、
５
つ

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
も

大
き
く
前
進
を
し
て
お

り
、
お
お
む
ね
良
好
に
推

移
し
て
い
る
も
の
と
評
価

を
し
て
い
る
。

　
第
六
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や

自
然
災
害
へ
の
対
応
、
さ

ら
に
は
道
半
ば
で
あ
る
筑

紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
完
了
な
ど
、
急
速

に
取
り
組
む
べ
く
課
題
が

散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
課

題
を
第
六
次
総
合
計
画
へ

と
体
系
的
に
位
置
づ
け
、

解
決
へ
の
道
筋
を
示
し
、

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
。

新
庁
舎
移
転
後
の
課
題
は

議
　
員
　
新
庁
舎
で
の
業

務
を
開
始
し
て
間
も
な
く

半
年
を
迎
え
る
。
旧
庁
舎

と
勝
手
が
異
な
る
部
分
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
開
庁

か
ら
こ
れ
ま
で
に
業
務
上

の
問
題
は
生
じ
て
い
な
い

の
か
、
ま
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
成
果
は
出
て
い
る
の

か
。

市
　
長
　
新
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
今
日
ま
で
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
業
務

が
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
に
つ

い
て
は
、
基
礎
免
震
構
造

に
よ
る
耐
震
化
や
防
災
広

場
の
設
置
な
ど
、
防
災
機

能
の
強
化
と
と
も
に
、
市

民
対
応
窓
口
の
集
約
化
や

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
は
向
上
し
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

跡
地
利
用

議
　
員
　
旧
庁
舎
、
上
下

水
道
庁
舎
跡
地
や
市
が
保

有
す
る
公
有
地
の
利
用
に

つ
い
て
、
市
民
の
関
心
は

高
い
。
公
有
地
の
現
状
と

そ
の
具
体
的
活
用
策
は
。

市
　
長
　
旧
庁
舎
、
上
下

水
道
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て

は
、
建
物
の
倒
壊
を
予
防

す
る
た
め
、
本
年
度
は
一

部
の
解
体
工
事
に
着
手
す

る
。
ま
た
将
来
的
な
活
用

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う代表
質問
　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を
示す定例会で、代表質問を行っています。
　６月定例会の初日に市長から施政方針が述べられ、定例会２日目に会派
代表質問を行い、３会派の議員が市長、教育長の考えを質しました。

代
表
質
問市

　政

　運

　営

働
き
方
改
革

議
　
員
　
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
は
、
近
い
将
来
、

必
ず
到
来
す
る
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
標
榜
す
る
本
市
に
と

っ
て
、
育
児
に
適
し
た
環

境
づ
く
り
は
欠
か
せ
な

い
。
働
き
方
関
連
法
案
を

踏
ま
え
た
組
織
づ
く
り
、

人
づ
く
り
の
目
指
す
方
向

性
は
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

狙
い
や
施
策
を
も
っ
て
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ま

れ
て
い
く
の
か
。

市
　
長
　
時
間
外
勤
務
の

適
正
化
、
職
員
の
健
康
維

持
に
も
資
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ

テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を

活
用
し
た
業
務
の
効
率

化
、
既
存
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
事
業
の
ス
リ
ム
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

企
業
誘
致

議
　
員
　
本
市
の
地
の
利

の
よ
さ
を
今
後
も
さ
ら
に

活
用
し
、
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
　
長
　
大
型
商
業
施
設

や
大
手
流
通
施
設
な
ど
が

立
地
し
、
雇
用
の
創
出
が

図
ら
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
各
種
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
、
進
出
企
業
の
受

け
皿
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

離
農
回
避
の
対
策
は

議
　
員
　
老
朽
化
や
未
整

備
で
あ
る
農
業
用
水
路
の

維
持
は
、
農
家
に
と
っ
て

負
担
が
大
き
く
、
ま
た
鳥

獣
被
害
は
就
農
意
欲
を
そ

ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
耕
作
放
棄
地
の
発
生
要

因
で
あ
り
、
そ
の
対
策
を

急
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
対
策
は
。

市
　
長
　
農
業
従
事
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
農
業
用

施
設
の
整
備
や
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

産
業
・
雇
用
を
つ
く
る

行

　財

　政

　改

　革

ただ

高
尾
川
床
上
浸
水
対

策
特
別
緊
急
事
業
、

鷺
田
川
改
修
事
業
の

進
捗
状
況

議
　
員
　
現
在
行
わ
れ
て

い
る
高
尾
川
床
上
浸
水
対

策
緊
急
事
業
、
鷺
田
川
改

修
事
業
の
護
岸
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

市
　
長
　
来
年
の
出
水
期

前
に
は
地
下
河
川
が
供
用

開
始
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。
鷺
田
川
改
修
事
業

は
、
早
期
完
了
を
目
指

し
、
護
岸
工
事
を
実
施
し

て
い
く
。

防
災

議
　
員
　
市
民
の
新
し
い

防
災
拠
点
と
な
る
市
役
所

が
完
成
し
た
。
地
域
防
災

に
対
し
、
市
内
７
カ
所
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
地
域
の
自
主
防
災
組
織

が
連
携
し
、
今
後
、
防
災

に
対
す
る
市
民
意
識
向
上

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
す
る
の
か
。

市
　
長
　
防
災
・
減
災
に

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
や

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

に
よ
り
、
市
民
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

議
　
員
　
高
齢
者
に
な
っ

て
も
、
自
分
の
住
み
な
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
最
期
ま
で
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な

医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
一
体
的
に
提

供
し
、
み
ん
な
で
支
え
、

支
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
課
題
と
対
策
は
。

市
　
長
　
生
活
支
援
の
面

か
ら
、
地
域
に
よ
る
見
守

り
、
支
え
合
い
の
体
制
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と

の
学
習
会
な
ど
を
通
し
、

住
民
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
い
く
。

生
活
を
ま
も
る

つくし野

ひ
ょ
う
ぼ
う

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議会だより筑紫野 令和元年8月15日 185号　議会だより筑紫野7 6



第
六
次
総
合
計
画
へ

の
思
い
は

議
　
員
　
第
五
次
総
合
計

画
も
最
終
年
度
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価

を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
来
年
度
は
第
六
次
総

合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
る
。
本
市
の
行
く
末

を
予
測
さ
れ
、
計
画
に
反

映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え

は
。

市
　
長
　
第
五
次
総
合
計

画
の
各
施
策
の
成
果
指
標

の
う
ち
、
８
割
以
上
の
指

標
で
目
標
の
達
成
が
見
込

ま
れ
る
と
と
も
に
、
５
つ

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
も

大
き
く
前
進
を
し
て
お

り
、
お
お
む
ね
良
好
に
推

移
し
て
い
る
も
の
と
評
価

を
し
て
い
る
。

　
第
六
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や

自
然
災
害
へ
の
対
応
、
さ

ら
に
は
道
半
ば
で
あ
る
筑

紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
完
了
な
ど
、
急
速

に
取
り
組
む
べ
く
課
題
が

散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
課

題
を
第
六
次
総
合
計
画
へ

と
体
系
的
に
位
置
づ
け
、

解
決
へ
の
道
筋
を
示
し
、

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
。

新
庁
舎
移
転
後
の
課
題
は

議
　
員
　
新
庁
舎
で
の
業

務
を
開
始
し
て
間
も
な
く

半
年
を
迎
え
る
。
旧
庁
舎

と
勝
手
が
異
な
る
部
分
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
開
庁

か
ら
こ
れ
ま
で
に
業
務
上

の
問
題
は
生
じ
て
い
な
い

の
か
、
ま
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
成
果
は
出
て
い
る
の

か
。

市
　
長
　
新
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
今
日
ま
で
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
業
務

が
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
に
つ

い
て
は
、
基
礎
免
震
構
造

に
よ
る
耐
震
化
や
防
災
広

場
の
設
置
な
ど
、
防
災
機

能
の
強
化
と
と
も
に
、
市

民
対
応
窓
口
の
集
約
化
や

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
に
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
は
向
上
し
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

跡
地
利
用

議
　
員
　
旧
庁
舎
、
上
下

水
道
庁
舎
跡
地
や
市
が
保

有
す
る
公
有
地
の
利
用
に

つ
い
て
、
市
民
の
関
心
は

高
い
。
公
有
地
の
現
状
と

そ
の
具
体
的
活
用
策
は
。

市
　
長
　
旧
庁
舎
、
上
下

水
道
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て

は
、
建
物
の
倒
壊
を
予
防

す
る
た
め
、
本
年
度
は
一

部
の
解
体
工
事
に
着
手
す

る
。
ま
た
将
来
的
な
活
用

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う代表
質問
　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を
示す定例会で、代表質問を行っています。
　６月定例会の初日に市長から施政方針が述べられ、定例会２日目に会派
代表質問を行い、３会派の議員が市長、教育長の考えを質しました。

代
表
質
問市

　政

　運

　営

働
き
方
改
革

議
　
員
　
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
は
、
近
い
将
来
、

必
ず
到
来
す
る
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
標
榜
す
る
本
市
に
と

っ
て
、
育
児
に
適
し
た
環

境
づ
く
り
は
欠
か
せ
な

い
。
働
き
方
関
連
法
案
を

踏
ま
え
た
組
織
づ
く
り
、

人
づ
く
り
の
目
指
す
方
向

性
は
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

狙
い
や
施
策
を
も
っ
て
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ま

れ
て
い
く
の
か
。

市
　
長
　
時
間
外
勤
務
の

適
正
化
、
職
員
の
健
康
維

持
に
も
資
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ

テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を

活
用
し
た
業
務
の
効
率

化
、
既
存
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
事
業
の
ス
リ
ム
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

企
業
誘
致

議
　
員
　
本
市
の
地
の
利

の
よ
さ
を
今
後
も
さ
ら
に

活
用
し
、
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
　
長
　
大
型
商
業
施
設

や
大
手
流
通
施
設
な
ど
が

立
地
し
、
雇
用
の
創
出
が

図
ら
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
各
種
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
、
進
出
企
業
の
受

け
皿
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

離
農
回
避
の
対
策
は

議
　
員
　
老
朽
化
や
未
整

備
で
あ
る
農
業
用
水
路
の

維
持
は
、
農
家
に
と
っ
て

負
担
が
大
き
く
、
ま
た
鳥

獣
被
害
は
就
農
意
欲
を
そ

ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
耕
作
放
棄
地
の
発
生
要

因
で
あ
り
、
そ
の
対
策
を

急
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
対
策
は
。

市
　
長
　
農
業
従
事
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
農
業
用

施
設
の
整
備
や
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

産
業
・
雇
用
を
つ
く
る

行

　財

　政

　改

　革

ただ

高
尾
川
床
上
浸
水
対

策
特
別
緊
急
事
業
、

鷺
田
川
改
修
事
業
の

進
捗
状
況

議
　
員
　
現
在
行
わ
れ
て

い
る
高
尾
川
床
上
浸
水
対

策
緊
急
事
業
、
鷺
田
川
改

修
事
業
の
護
岸
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

市
　
長
　
来
年
の
出
水
期

前
に
は
地
下
河
川
が
供
用

開
始
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。
鷺
田
川
改
修
事
業

は
、
早
期
完
了
を
目
指

し
、
護
岸
工
事
を
実
施
し

て
い
く
。

防
災

議
　
員
　
市
民
の
新
し
い

防
災
拠
点
と
な
る
市
役
所

が
完
成
し
た
。
地
域
防
災

に
対
し
、
市
内
７
カ
所
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
地
域
の
自
主
防
災
組
織

が
連
携
し
、
今
後
、
防
災

に
対
す
る
市
民
意
識
向
上

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
す
る
の
か
。

市
　
長
　
防
災
・
減
災
に

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
や

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

に
よ
り
、
市
民
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

議
　
員
　
高
齢
者
に
な
っ

て
も
、
自
分
の
住
み
な
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
最
期
ま
で
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な

医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
一
体
的
に
提

供
し
、
み
ん
な
で
支
え
、

支
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
課
題
と
対
策
は
。

市
　
長
　
生
活
支
援
の
面

か
ら
、
地
域
に
よ
る
見
守

り
、
支
え
合
い
の
体
制
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と

の
学
習
会
な
ど
を
通
し
、

住
民
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
い
く
。

生
活
を
ま
も
る

つくし野

ひ
ょ
う
ぼ
う

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長
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町
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

議
　
員
　
筑
紫
野
市
の
商

店
街
の
中
に
は
、
持
ち
主

の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
修
理
改
修
ま
で
至
ら
ず

使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
未

利
用
店
舗
が
存
在
す
る
。

空
き
店
舗
と
し
て
活
用
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ

為
に
改
修
費
の
補
助
等
も

必
要
で
は
な
い
か
。
見
解

を
伺
う
。

市
　
長
　
改
修
が
必
要
な

未
利
用
店
舗
か
ら
利
用
可

能
な
空
き
店
舗
へ
の
シ
フ

ト
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
創
業
支
援
事
業
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
状

況
を
見
て
い
き
た
い
。

太
宰
府
市
と
の
連
携

議
　
員
　
太
宰
府
市
に

は
、
宿
泊
施
設
が
少
な
く

福
岡
市
内
の
宿
泊
施
設
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

議
　
員
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す
る

上
で
、
市
と
協
議
会
は
車

の
両
輪
と
も
言
う
べ
き
関

係
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
結
び
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
な
っ
て
い
る
。
市

の
施
策
と
７
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
策
定
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
の
整
合
性
と
実
現
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

市
　
長
　
総
合
計
画
に
定

め
る
施
策
は
市
全
体
の
方

向
性
や
目
標
を
示
す
一
方

で
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

み
ず
か
ら
が
地
域
の
課
題

や
方
向
性
を
示
す
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
整
理

し
、
連
携
し
な
が
ら
市
の

施
策
推
進
と
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

待
機
児
童

議
　
員
　
待
機
児
童
対
策

を
し
て
い
る
が
、
無
償
化

に
伴
い
、
待
機
児
童
が
さ

ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
保
育
士
確
保
や

今
後
の
見
通
し
は
。

市
　
長
　
こ
れ
ま
で
保
育

士
の
処
遇
改
善
や
合
同
就

職
説
明
会
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

保
育
補
助
者
の
導
入
補
助

事
業
を
新
た
に
実
施
す
る

な
ど
、
保
育
士
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

児
童
虐
待

議
　
員
　
児
童
虐
待
、
福

祉
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守

る
に
は
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
の
相
談
窓
口
、
関
係

機
関
と
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
児
童
虐
待
な
ど

の
福
祉
犯
罪
に
対
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
家
庭
児

童
相
談
室
が
窓
口
と
な

り
、
児
童
相
談
所
や
警
察

署
な
ど
と
連
携
し
解
決
に

当
た
っ
て
お
り
、
今
後
も

相
談
支
援
に
努
め
て
い

く
。

公
共
交
通

議
　
員
　
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
交
通
空
白
地
域
の

解
消
へ
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
自
治
会
バ
ス

の
年
初
か
ら
の
運
行
開

始
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
巡
回
福

祉
バ
ス
の
充
実
に
よ
り
改

善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
費

用
対
効
果
の
検
証
が
今
後

求
め
ら
れ
る
が
、
将
来
展

望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
　
長
　
利
用
状
況
や
費

用
対
効
果
を
見
き
わ
め
つ

つ
、
運
行
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
御
意

見
や
課
題
を
伺
い
な
が

ら
、
持
続
可
能
で
安
全
・

安
心
な
移
動
環
境
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
。

共
助
社
会

づ
く
り

市
民
生
活
を

ま
も
る

商
・
観
光
施
策

学
校
環
境
整
備

議
　
員
　
令
和
元
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
り
、
市

長
公
約
が
達
成
で
き
る
予

算
編
成
が
で
き
た
の
か
。

市
　
長
　
扶
助
費
の
増
加

に
よ
り
難
し
い
財
政
運
営

と
な
る
中
、
経
常
経
費
の

見
直
し
を
図
り
、
予
算
編

成
を
行
っ
た
。
掲
げ
て
い

る
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
重
点
施
策
を
継

続
す
る
こ
と
の
で
き
る
予

算
と
し
て
い
る
。

予
算
編
成

未
来
を
つ
く
る

復
旧
・
復
興
工
事

議
　
員
　
昨
年
７
月
の
豪

雨
災
害
よ
り
１
年
を
迎
え

た
。
復
旧
工
事
途
中
や
未

着
手
の
現
場
に
隣
接
す
る

市
民
の
方
か
ら
、
梅
雨
時

期
を
迎
え
心
配
の
声
を
多

く
伺
う
。
進
捗
状
況
は
。

市
　
長
　
昨
年
の
豪
雨
災

害
で
の
復
旧
工
事
の
進
捗

に
つ
い
て
は
、
道
路
、
河

川
な
ど
の
公
共
土
木
施
設

災
害
は
約
９
割
、
農
地
災

害
な
ど
は
約
４
割
の
復
旧

が
完
了
し
て
お
り
、
近
隣

住
民
へ
の
周
知
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
る
。

地
下
河
川
築
造
工
事

議
　
員
　
高
尾
川
の
地
下

河
川
工
事
は
、
硬
、
軟
を

繰
り
返
す
よ
う
な
地
質
で

あ
れ
ば
完
成
時
期
が
延
期

に
な
る
の
で
は
と
不
安
の

声
が
あ
る
。
進
捗
状
況
は
。

市
　
長
　
高
尾
川
地
下
河

川
築
造
工
事
は
、
令
和
２

年
の
出
水
期
前
に
は
供
用

開
始
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

河
川
・
水
路
浸
水
対
策

議
　
員
　
昨
年
の
豪
雨
で

河
川
や
水
路
で
警
戒
水
位

を
超
え
た
個
所
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
よ
う
な
氾
濫
が

あ
る
個
所
に
つ
い
て
、
管

理
強
化
・
浸
水
対
策
な
ど

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

市
　
長
　
河
川
、
水
路
等

の
管
理
強
化
・
浸
水
対
策

な
ど
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
下
流
側
の
県
営
河
川

改
修
の
進
捗
に
合
わ
せ
進

め
て
い
る
。

災
害
時
の
備
蓄
品

議
　
員
　
お
湯
に
溶
か
す

こ
と
な
く
、
哺
乳
瓶
に
移

し
か
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
赤

ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ
る
便

利
な
液
体
ミ
ル
ク
が
、
国

内
で
の
製
造
が
認
め
ら

れ
、
本
年
３
月
か
ら
販
売

が
開
始
さ
れ
、
現
在
、
大

手
２
社
の
製
品
が
店
頭
に

並
ん
で
い
る
が
、
本
市
の

備
蓄
品
に
追
加
で
き
な
い

か
。

市
　
長
　
液
体
ミ
ル
ク
に

つ
い
て
は
、
各
種
企
業
と

の
災
害
応
援
協
定
な
ど
に

よ
り
、
流
通
備
蓄
食
糧
と

し
て
入
手
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

殺
到
し
て
い
る
と
聞
く
。

温
泉
宿
泊
施
設
の
あ
る
本

市
と
の
連
携
を
望
む
声
を

聞
く
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
　
長
　
観
光
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
本
市

と
太
宰
府
市
に
お
い
て
、

お
互
い
の
観
光
情
報
を
発

信
す
る
な
ど
の
連
携
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

議
　
員
　
文
部
科
学
省
で

は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
を
見
据
え
、
２
０
１

８
年
度
以
降
の
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

方
針
を
取
り
ま
と
め
、
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
５
カ
年
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
本
市
の

現
状
を
伺
う
。

教
育
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の

計
画
を
踏
ま
え
、
今
年
度

は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
各
小

中
学
校
の
実
態
や
意
見
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

議
　
員
　
学
校
施
設
は
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
児
童
生
徒
な
ど
が

支
障
な
く
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
本
市
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
ト

レ
イ
洋
式
化
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
の
洋
式
化

率
は
全
体
平
均
で
約
47
％

と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
各
学
校
と
協
議
し
、
児

童
・
生
徒
の
使
用
状
況
な

ど
を
把
握
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。

つくし野公明党筑紫野市議団

宮
﨑 

吉
弘 

議
員

公
明
党

筑
紫
野
市
議
団

会議録の検索はこちらから
（６月定例会の会議録は、８月下旬以降に検索できます）
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市
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議
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市
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町
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

議
　
員
　
筑
紫
野
市
の
商

店
街
の
中
に
は
、
持
ち
主

の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
修
理
改
修
ま
で
至
ら
ず

使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
未

利
用
店
舗
が
存
在
す
る
。

空
き
店
舗
と
し
て
活
用
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ

為
に
改
修
費
の
補
助
等
も

必
要
で
は
な
い
か
。
見
解

を
伺
う
。

市
　
長
　
改
修
が
必
要
な

未
利
用
店
舗
か
ら
利
用
可

能
な
空
き
店
舗
へ
の
シ
フ

ト
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
創
業
支
援
事
業
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
状

況
を
見
て
い
き
た
い
。

太
宰
府
市
と
の
連
携

議
　
員
　
太
宰
府
市
に

は
、
宿
泊
施
設
が
少
な
く

福
岡
市
内
の
宿
泊
施
設
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

議
　
員
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す
る

上
で
、
市
と
協
議
会
は
車

の
両
輪
と
も
言
う
べ
き
関

係
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
結
び
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
な
っ
て
い
る
。
市

の
施
策
と
７
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
策
定
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
と
の
整
合
性
と
実
現
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

市
　
長
　
総
合
計
画
に
定

め
る
施
策
は
市
全
体
の
方

向
性
や
目
標
を
示
す
一
方

で
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

み
ず
か
ら
が
地
域
の
課
題

や
方
向
性
を
示
す
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
整
理

し
、
連
携
し
な
が
ら
市
の

施
策
推
進
と
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

待
機
児
童

議
　
員
　
待
機
児
童
対
策

を
し
て
い
る
が
、
無
償
化

に
伴
い
、
待
機
児
童
が
さ

ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
保
育
士
確
保
や

今
後
の
見
通
し
は
。

市
　
長
　
こ
れ
ま
で
保
育

士
の
処
遇
改
善
や
合
同
就

職
説
明
会
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

保
育
補
助
者
の
導
入
補
助

事
業
を
新
た
に
実
施
す
る

な
ど
、
保
育
士
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

児
童
虐
待

議
　
員
　
児
童
虐
待
、
福

祉
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守

る
に
は
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
の
相
談
窓
口
、
関
係

機
関
と
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
児
童
虐
待
な
ど

の
福
祉
犯
罪
に
対
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
家
庭
児

童
相
談
室
が
窓
口
と
な

り
、
児
童
相
談
所
や
警
察

署
な
ど
と
連
携
し
解
決
に

当
た
っ
て
お
り
、
今
後
も

相
談
支
援
に
努
め
て
い

く
。

公
共
交
通

議
　
員
　
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
交
通
空
白
地
域
の

解
消
へ
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
自
治
会
バ
ス

の
年
初
か
ら
の
運
行
開

始
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
巡
回
福

祉
バ
ス
の
充
実
に
よ
り
改

善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
費

用
対
効
果
の
検
証
が
今
後

求
め
ら
れ
る
が
、
将
来
展

望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
　
長
　
利
用
状
況
や
費

用
対
効
果
を
見
き
わ
め
つ

つ
、
運
行
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
御
意

見
や
課
題
を
伺
い
な
が

ら
、
持
続
可
能
で
安
全
・

安
心
な
移
動
環
境
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
。

共
助
社
会

づ
く
り

市
民
生
活
を

ま
も
る

商
・
観
光
施
策

学
校
環
境
整
備

議
　
員
　
令
和
元
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
り
、
市

長
公
約
が
達
成
で
き
る
予

算
編
成
が
で
き
た
の
か
。

市
　
長
　
扶
助
費
の
増
加

に
よ
り
難
し
い
財
政
運
営

と
な
る
中
、
経
常
経
費
の

見
直
し
を
図
り
、
予
算
編

成
を
行
っ
た
。
掲
げ
て
い

る
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
重
点
施
策
を
継

続
す
る
こ
と
の
で
き
る
予

算
と
し
て
い
る
。

予
算
編
成

未
来
を
つ
く
る

復
旧
・
復
興
工
事

議
　
員
　
昨
年
７
月
の
豪

雨
災
害
よ
り
１
年
を
迎
え

た
。
復
旧
工
事
途
中
や
未

着
手
の
現
場
に
隣
接
す
る

市
民
の
方
か
ら
、
梅
雨
時

期
を
迎
え
心
配
の
声
を
多

く
伺
う
。
進
捗
状
況
は
。

市
　
長
　
昨
年
の
豪
雨
災

害
で
の
復
旧
工
事
の
進
捗

に
つ
い
て
は
、
道
路
、
河

川
な
ど
の
公
共
土
木
施
設

災
害
は
約
９
割
、
農
地
災

害
な
ど
は
約
４
割
の
復
旧

が
完
了
し
て
お
り
、
近
隣

住
民
へ
の
周
知
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
る
。

地
下
河
川
築
造
工
事

議
　
員
　
高
尾
川
の
地
下

河
川
工
事
は
、
硬
、
軟
を

繰
り
返
す
よ
う
な
地
質
で

あ
れ
ば
完
成
時
期
が
延
期

に
な
る
の
で
は
と
不
安
の

声
が
あ
る
。
進
捗
状
況
は
。

市
　
長
　
高
尾
川
地
下
河

川
築
造
工
事
は
、
令
和
２

年
の
出
水
期
前
に
は
供
用

開
始
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

河
川
・
水
路
浸
水
対
策

議
　
員
　
昨
年
の
豪
雨
で

河
川
や
水
路
で
警
戒
水
位

を
超
え
た
個
所
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
よ
う
な
氾
濫
が

あ
る
個
所
に
つ
い
て
、
管

理
強
化
・
浸
水
対
策
な
ど

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

市
　
長
　
河
川
、
水
路
等

の
管
理
強
化
・
浸
水
対
策

な
ど
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
下
流
側
の
県
営
河
川

改
修
の
進
捗
に
合
わ
せ
進

め
て
い
る
。

災
害
時
の
備
蓄
品

議
　
員
　
お
湯
に
溶
か
す

こ
と
な
く
、
哺
乳
瓶
に
移

し
か
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
赤

ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ
る
便

利
な
液
体
ミ
ル
ク
が
、
国

内
で
の
製
造
が
認
め
ら

れ
、
本
年
３
月
か
ら
販
売

が
開
始
さ
れ
、
現
在
、
大

手
２
社
の
製
品
が
店
頭
に

並
ん
で
い
る
が
、
本
市
の

備
蓄
品
に
追
加
で
き
な
い

か
。

市
　
長
　
液
体
ミ
ル
ク
に

つ
い
て
は
、
各
種
企
業
と

の
災
害
応
援
協
定
な
ど
に

よ
り
、
流
通
備
蓄
食
糧
と

し
て
入
手
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

殺
到
し
て
い
る
と
聞
く
。

温
泉
宿
泊
施
設
の
あ
る
本

市
と
の
連
携
を
望
む
声
を

聞
く
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
　
長
　
観
光
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
本
市

と
太
宰
府
市
に
お
い
て
、

お
互
い
の
観
光
情
報
を
発

信
す
る
な
ど
の
連
携
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

議
　
員
　
文
部
科
学
省
で

は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
を
見
据
え
、
２
０
１

８
年
度
以
降
の
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

方
針
を
取
り
ま
と
め
、
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
５
カ
年
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
本
市
の

現
状
を
伺
う
。

教
育
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の

計
画
を
踏
ま
え
、
今
年
度

は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
各
小

中
学
校
の
実
態
や
意
見
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

議
　
員
　
学
校
施
設
は
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
児
童
生
徒
な
ど
が

支
障
な
く
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
本
市
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
ト

レ
イ
洋
式
化
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
の
洋
式
化

率
は
全
体
平
均
で
約
47
％

と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
各
学
校
と
協
議
し
、
児

童
・
生
徒
の
使
用
状
況
な

ど
を
把
握
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。

つくし野公明党筑紫野市議団

宮
﨑 

吉
弘 

議
員

公
明
党

筑
紫
野
市
議
団

会議録の検索はこちらから
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産
業
・
企
業
の
育
成
を

議
　
員
　
地
場
中
小
商
工

業
、
農
業
な
ど
恩
恵
に
あ

ず
か
っ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
と

営
業
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
地
場
産
業
、
企
業

の
育
成
、
活
性
化
の
現
状

評
価
、
今
後
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
　
長
　
就
任
以
来
、
各

種
団
体
や
地
域
の
声
を
聴

く
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
制
度
等
を
利

用
し
て
、
地
場
産
業
の
振

興
に
努
め
て
き
た
。
こ
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
。

処
遇
改
善
を

議
　
員
　
嘱
託
、
臨
時
職

員
の
方
々
も
正
規
職
員
と

同
等
に
働
い
て
お
ら
れ
、

大
幅
な
処
遇
改
善
が
求
め

ら
れ
る
。
不
足
し
て
い
る

保
育
士
、
保
健
師
な
ど
の

人
材
確
保
を
、
ど
の
よ
う

に
推
進
さ
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
来
年
四
月
か
ら

始
ま
る
会
計
年
度
任
用
職

員
の
制
度
構
築
に
合
わ

せ
、
近
隣
市
の
状
況
も
踏

ま
え
適
切
に
対
処
す
る
。

こ
ど
も
部
の
創
設
を

議
　
員
　
子
ど
も
の
貧
困

問
題
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
、
子
育
て
、
教
育
を
め

ぐ
る
緊
急
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
子
ど
も
条
例

の
目
指
す
目
標
を
実
現
す

る
子
ど
も
部
の
創
設
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
機
構
改
革
に
つ

い
て
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
を
見
据
え
た
見
直

し
を
し
て
い
る
。
今
後
も

そ
の
時
々
の
市
民
の
ニ
ー

ズ
や
取
り
組
む
べ
き
政
策

等
を
踏
ま
え
て
適
時
検
討

を
行
う
。
子
ど
も
部
の
創

設
は
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
を
行
う
が
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

若
者
の
定
住
促
進
を

議
　
員
　
子
育
て
、
若
者

世
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、
空
き
家
対
策
と
結
び

つ
け
た
住
宅
供
給
や
起
業

支
援
な
ど
の
情
報
発
信
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
若
い
世
代
は
も

と
よ
り
、
す
べ
て
の
皆
さ

ん
に
住
み
た
い
・
住
み
続

け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
。
本
旨
の

魅
力
や
施
策
に
関
す
る
情

報
を
的
確
に
発
信
す
る
。

企
業
誘
致
の
推
進
を

議
　
員
　
交
通
の
利
便
性

も
条
件
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
る
が
、
情
報
発
信
、

受
け
入
れ
態
勢
・
サ
ー
ビ

ス
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
つ
も
り
か
。
地
場

産
業
、
事
業
所
と
の
連
携

も
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。

企
業
誘
致
課
の
創
設
も
考

え
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
企
業
進
出
に
よ

る
雇
用
創
出
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
施
策

等
を
展
開
す
る
。
企
業
誘

致
課
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
職
員
育
成

を
図
り
つ
つ
、
現
体
制
に

よ
り
取
り
組
み
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
は

議
　
員
　
異
常
気
象
に
と

も
な
い
本
市
も
豪
雨
災

害
、
崖
崩
れ
、
浸
水
被
害

に
毎
年
見
舞
わ
れ
て
き

た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
が
提
起
さ
れ
て
い

る
が
市
民
参
加
で
進
め
、

防
災
避
難
訓
練
を
情
報
共

有
の
上
で
実
施
し
て
行
く

こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

市
　
長
　
防
災
・
減
災
対

策
は
、
地
域
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
が
不
可
欠
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自

主
防
災
組
織
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
作
成
し
、

啓
発
に
努
め
た
い
。

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
地
域
協
働
で

議
　
員
　
市
民
へ
の
情
報

提
供
・
共
有
、
地
域
で
の

取
り
組
み
等
を
通
じ
て
、

広
が
っ
て
き
た
が
、
地
域

資
源
を
連
携
さ
せ
取
り
組

み
の
実
績
を
積
み
上
げ
、

ど
こ
か
で
先
行
し
た
成
功

事
例
を
意
識
的
に
作
り
出

す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
　
長
　
地
域
で
の
見
守

り
・
支
え
あ
い
の
体
制
づ

く
り
が
急
務
と
認
識
し
て

い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご

と
の
学
習
会
で
成
功
事
例

な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

保
健
師
の
配
置
を

議
　
員
　
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
市
民
個
々
人

の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ

な
が
り
、
結
果
と
し
て
医

療
費
、
介
護
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
に
保
健
師
、
栄

養
士
な
ど
の
配
置
増
員
を

し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
第
二
次
健
康
ち

く
し
の
21
計
画
に
基
づ

き
、
保
健
師
等
の
専
門
職

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
現

段
階
で
は
増
員
は
考
え
て

い
な
い
。

市
民
の
参
加
が
重
要

議
　
員
　
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
計
画
、
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
が
あ
る
が
、

市
民
に
情
報
が
届
く
こ
と

や
、
市
民
参
加
の
推
進
体

制
が
重
要
で
あ
る
。
市
長

の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

市
　
長
　
総
合
計
画
を
上

位
計
画
と
し
た
全
市
的
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
関
係

審
議
会
等
に
進
捗
状
況
を

報
告
し
、
合
わ
せ
て
市
民

へ
情
報
の
提
供
を
し
て
い

る
。

市
民
協
働
の
市
政
運

営
の
た
め
に

議
　
員
　
市
民
協
働
の
市

政
運
営
は
共
助
社
会
づ
く

り
の
土
台
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
が
校
区
の
中
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
現

に
は
人
材
、
財
政
問
題
も

あ
る
が
、
各
自
治
会
と
の

連
携
が
一
番
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
で
は
、
各
自

治
体
を
組
織
の
基
盤
と

し
、
地
域
内
の
各
種
団
体

と
連
携
を
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
組
織
運
営
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

カミーリヤで接続するつくし号

安
心
し
て
働
き

子
育
て
で
き
る
ま
ち
へ

筑
紫
野
の
未
来
を
つ
く
る

市
民
参
加
で
暮
ら
し
を
守
る

公
共
交
通
網
整
備
を

議
　
員
　
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
基
づ
い
た

公
共
交
通
網
の
整
備
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
状
認
識
と
今
後
の
計
画

の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
御
笠
自
治
会
バ
ス

の
運
行
に
よ
り
、
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
は
大

き
く
前
進
し
た
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
と
も
持
続

可
能
で
安
全
安
心
な
移
動

環
境
の
構
築
に
努
め
た

い
。

乗
降
口
だ
け
で
も
早
く

議
　
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
口
と
通
路
開
設
は
、
長

年
の
課
題
で
あ
る
。
昨
年

及
び
本
年
度
も
関
連
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
着
工
時
期
は
い
つ

か
。

市
　
長
　
早
期
着
手
に
向

け
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

産
廃
処
分
場
問
題

議
　
員
　
筑
紫
野
市
に
お

け
る
環
境
問
題
の
中
心
課

題
で
あ
る
。
対
策
を
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

市
　
長
　
県
等
と
連
携

し
、
情
報
の
共
有
化
を
図

っ
て
い
く
。

待
機
児
童
の
解
消
を

議
　
員
　
子
育
て
支
援
の

現
状
、
課
題
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
か
。
待

機
児
童
対
策
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
待
機
児
童
ゼ
ロ

の
実
現
は
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

認
可
保
育
所
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
解
消
に
努
め

た
い
。

教
職
員
の
働
き
方
改

革
を

議
　
員
　
子
ど
も
達
の
教

育
保
障
は
、
直
接
指
導
に

係
っ
て
い
る
教
職
員
の
健

康
維
持
が
大
き
く
影
響
す

る
と
思
わ
れ
る
。
本
市
の

学
校
現
場
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
長
時
間
多
忙
化

解
消
が
な
さ
れ
た
の
か
。

働
き
方
改
革
を
ど
の
よ
う

に
推
進
さ
れ
て
い
く
の

か
。

教
育
長
　
教
師
の
長
時
間

労
働
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
校
閉
庁
日
の
設
定
に
よ

り
、
解
消
策
を
講
じ
て
い

る
。
今
後
と
も
国
の
指
針

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
学
校

と
連
携
し
働
き
方
改
革
に

向
け
た
改
善
を
進
め
て
い

く
。

い
じ
め
・
不
登
校
へ

の
取
り
組
み
は

議
　
員
　
本
市
に
お
け
る

い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状

認
識
と
対
策
は
。

教
育
長
　
全
国
的
な
傾
向

と
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
重
大
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
不

登
校
対
策
相
談
員
兼
指
導

員
を
配
置
し
、
未
然
防
止

と
初
期
対
応
に
重
き
を
置

い
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

学
校
教
育
現
場
の
重
点
課
題
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産
業
・
企
業
の
育
成
を

議
　
員
　
地
場
中
小
商
工

業
、
農
業
な
ど
恩
恵
に
あ

ず
か
っ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
と

営
業
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
地
場
産
業
、
企
業

の
育
成
、
活
性
化
の
現
状

評
価
、
今
後
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
　
長
　
就
任
以
来
、
各

種
団
体
や
地
域
の
声
を
聴

く
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
制
度
等
を
利

用
し
て
、
地
場
産
業
の
振

興
に
努
め
て
き
た
。
こ
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
。

処
遇
改
善
を

議
　
員
　
嘱
託
、
臨
時
職

員
の
方
々
も
正
規
職
員
と

同
等
に
働
い
て
お
ら
れ
、

大
幅
な
処
遇
改
善
が
求
め

ら
れ
る
。
不
足
し
て
い
る

保
育
士
、
保
健
師
な
ど
の

人
材
確
保
を
、
ど
の
よ
う

に
推
進
さ
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
来
年
四
月
か
ら

始
ま
る
会
計
年
度
任
用
職

員
の
制
度
構
築
に
合
わ

せ
、
近
隣
市
の
状
況
も
踏

ま
え
適
切
に
対
処
す
る
。

こ
ど
も
部
の
創
設
を

議
　
員
　
子
ど
も
の
貧
困

問
題
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
、
子
育
て
、
教
育
を
め

ぐ
る
緊
急
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
子
ど
も
条
例

の
目
指
す
目
標
を
実
現
す

る
子
ど
も
部
の
創
設
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
機
構
改
革
に
つ

い
て
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
を
見
据
え
た
見
直

し
を
し
て
い
る
。
今
後
も

そ
の
時
々
の
市
民
の
ニ
ー

ズ
や
取
り
組
む
べ
き
政
策

等
を
踏
ま
え
て
適
時
検
討

を
行
う
。
子
ど
も
部
の
創

設
は
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
を
行
う
が
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

若
者
の
定
住
促
進
を

議
　
員
　
子
育
て
、
若
者

世
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、
空
き
家
対
策
と
結
び

つ
け
た
住
宅
供
給
や
起
業

支
援
な
ど
の
情
報
発
信
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
若
い
世
代
は
も

と
よ
り
、
す
べ
て
の
皆
さ

ん
に
住
み
た
い
・
住
み
続

け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
。
本
旨
の

魅
力
や
施
策
に
関
す
る
情

報
を
的
確
に
発
信
す
る
。

企
業
誘
致
の
推
進
を

議
　
員
　
交
通
の
利
便
性

も
条
件
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
る
が
、
情
報
発
信
、

受
け
入
れ
態
勢
・
サ
ー
ビ

ス
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
つ
も
り
か
。
地
場

産
業
、
事
業
所
と
の
連
携

も
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。

企
業
誘
致
課
の
創
設
も
考

え
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
企
業
進
出
に
よ

る
雇
用
創
出
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
施
策

等
を
展
開
す
る
。
企
業
誘

致
課
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
職
員
育
成

を
図
り
つ
つ
、
現
体
制
に

よ
り
取
り
組
み
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
は

議
　
員
　
異
常
気
象
に
と

も
な
い
本
市
も
豪
雨
災

害
、
崖
崩
れ
、
浸
水
被
害

に
毎
年
見
舞
わ
れ
て
き

た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
が
提
起
さ
れ
て
い

る
が
市
民
参
加
で
進
め
、

防
災
避
難
訓
練
を
情
報
共

有
の
上
で
実
施
し
て
行
く

こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

市
　
長
　
防
災
・
減
災
対

策
は
、
地
域
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
が
不
可
欠
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自

主
防
災
組
織
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
作
成
し
、

啓
発
に
努
め
た
い
。

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
地
域
協
働
で

議
　
員
　
市
民
へ
の
情
報

提
供
・
共
有
、
地
域
で
の

取
り
組
み
等
を
通
じ
て
、

広
が
っ
て
き
た
が
、
地
域

資
源
を
連
携
さ
せ
取
り
組

み
の
実
績
を
積
み
上
げ
、

ど
こ
か
で
先
行
し
た
成
功

事
例
を
意
識
的
に
作
り
出

す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
　
長
　
地
域
で
の
見
守

り
・
支
え
あ
い
の
体
制
づ

く
り
が
急
務
と
認
識
し
て

い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご

と
の
学
習
会
で
成
功
事
例

な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

保
健
師
の
配
置
を

議
　
員
　
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
市
民
個
々
人

の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ

な
が
り
、
結
果
と
し
て
医

療
費
、
介
護
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
に
保
健
師
、
栄

養
士
な
ど
の
配
置
増
員
を

し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
第
二
次
健
康
ち

く
し
の
21
計
画
に
基
づ

き
、
保
健
師
等
の
専
門
職

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
現

段
階
で
は
増
員
は
考
え
て

い
な
い
。

市
民
の
参
加
が
重
要

議
　
員
　
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
計
画
、
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
が
あ
る
が
、

市
民
に
情
報
が
届
く
こ
と

や
、
市
民
参
加
の
推
進
体

制
が
重
要
で
あ
る
。
市
長

の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

市
　
長
　
総
合
計
画
を
上

位
計
画
と
し
た
全
市
的
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
関
係

審
議
会
等
に
進
捗
状
況
を

報
告
し
、
合
わ
せ
て
市
民

へ
情
報
の
提
供
を
し
て
い

る
。

市
民
協
働
の
市
政
運

営
の
た
め
に

議
　
員
　
市
民
協
働
の
市

政
運
営
は
共
助
社
会
づ
く

り
の
土
台
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
が
校
区
の
中
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
現

に
は
人
材
、
財
政
問
題
も

あ
る
が
、
各
自
治
会
と
の

連
携
が
一
番
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
で
は
、
各
自

治
体
を
組
織
の
基
盤
と

し
、
地
域
内
の
各
種
団
体

と
連
携
を
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
組
織
運
営
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

カミーリヤで接続するつくし号

安
心
し
て
働
き

子
育
て
で
き
る
ま
ち
へ

筑
紫
野
の
未
来
を
つ
く
る

市
民
参
加
で
暮
ら
し
を
守
る

公
共
交
通
網
整
備
を

議
　
員
　
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
基
づ
い
た

公
共
交
通
網
の
整
備
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
状
認
識
と
今
後
の
計
画

の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
御
笠
自
治
会
バ
ス

の
運
行
に
よ
り
、
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
は
大

き
く
前
進
し
た
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
と
も
持
続

可
能
で
安
全
安
心
な
移
動

環
境
の
構
築
に
努
め
た

い
。

乗
降
口
だ
け
で
も
早
く

議
　
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
口
と
通
路
開
設
は
、
長

年
の
課
題
で
あ
る
。
昨
年

及
び
本
年
度
も
関
連
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
着
工
時
期
は
い
つ

か
。

市
　
長
　
早
期
着
手
に
向

け
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

産
廃
処
分
場
問
題

議
　
員
　
筑
紫
野
市
に
お

け
る
環
境
問
題
の
中
心
課

題
で
あ
る
。
対
策
を
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

市
　
長
　
県
等
と
連
携

し
、
情
報
の
共
有
化
を
図

っ
て
い
く
。

待
機
児
童
の
解
消
を

議
　
員
　
子
育
て
支
援
の

現
状
、
課
題
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
か
。
待

機
児
童
対
策
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
待
機
児
童
ゼ
ロ

の
実
現
は
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

認
可
保
育
所
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
解
消
に
努
め

た
い
。

教
職
員
の
働
き
方
改

革
を

議
　
員
　
子
ど
も
達
の
教

育
保
障
は
、
直
接
指
導
に

係
っ
て
い
る
教
職
員
の
健

康
維
持
が
大
き
く
影
響
す

る
と
思
わ
れ
る
。
本
市
の

学
校
現
場
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
長
時
間
多
忙
化

解
消
が
な
さ
れ
た
の
か
。

働
き
方
改
革
を
ど
の
よ
う

に
推
進
さ
れ
て
い
く
の

か
。

教
育
長
　
教
師
の
長
時
間

労
働
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
校
閉
庁
日
の
設
定
に
よ

り
、
解
消
策
を
講
じ
て
い

る
。
今
後
と
も
国
の
指
針

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
学
校

と
連
携
し
働
き
方
改
革
に

向
け
た
改
善
を
進
め
て
い

く
。

い
じ
め
・
不
登
校
へ

の
取
り
組
み
は

議
　
員
　
本
市
に
お
け
る

い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状

認
識
と
対
策
は
。

教
育
長
　
全
国
的
な
傾
向

と
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
重
大
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
不

登
校
対
策
相
談
員
兼
指
導

員
を
配
置
し
、
未
然
防
止

と
初
期
対
応
に
重
き
を
置

い
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

学
校
教
育
現
場
の
重
点
課
題
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

６月定例会の一般質問では、市政について７人の議員が16題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

市内の歌碑・句碑シリーズ１
作者：大伴旅人
訳：湯の原で鳴いている鶴は、私のように、亡き妻を恋い慕うのであろうか。鳴きどおしに鳴いている。
場所：筑紫野市湯町２丁目４番２号　パープルホテル二日市前

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①市内居住の外国人との共生等について
②地域公共交通の充実について

■ 西村　和子　議員　

①高齢者運転免許証返納支援について
②会計年度任用職員制度について

■ 山本　加奈子　議員

①指名競争入札について
■ 平嶋　正一　議員　

①子どもの権利救済委員について
■ 段下　季一郎　議員

①コンビニエンスストア等における証明書等の自動
　交付サービスについて
②観光振興に向けた施策の推進について
③不登校の子どもたちへの支援について
④待機児童問題の改善について

■ 前田　倫宏　議員

①市民を犯罪や事故から守るための新たな施策に
　ついて
②ＪＲ二日市駅周辺事業について
③財政の更なる健全化のために市有地の有効活用に
　ついて

■ 白石　卓也　議員

①中高年の引きこもりについて
②障がい者に優しい市役所作りについて
③いじめなどに対する第三者委員会の設置について

■ 田中　允　議員

議
員  

高
齢
者
の
運
転
事

故
が
年
々
増
加
し
、
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
た
び
胸
が
痛

む
と
同
時
に
運
転
に
不
安

を
感
じ
る
が
、
自
身
や
家

族
の
病
院
通
院
等
で
免
許

証
返
納
に
踏
み
切
れ
な
い

と
い
う
声
を
多
く
耳
に
す

る
。
県
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
運

転
経
歴
証
明
書
」
を
掲
示

す
れ
ば
タ
ク
シ
ー
運
賃
が

10
％
割
引
と
な
る
タ
ク
シ

ー
会
社
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
証
明
書
は
免
許
書
自

主
返
納
後
５
年
以
内
の
方

の
み
申
請
で
き
、
手
数
料

が
１
１
０
０
円
か
か
る
。

ま
た
、
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
と
し
て
自
治
体

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

回
数
券
や
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

を
行
っ
て
い
る
。
当
市
で

も
検
討
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
検
討
課

題
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
つ

く
し
号
」
及
び
御
笠
自
治

会
バ
ス
の
利
用
方
法
の
周

知
や
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を

含
め
た
交
通
機
関
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
つ
い
て

議
員
　
地
方
公
務
員
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
が
年
々

増
加
し
て
い
る
事
か
ら
適

正
な
任
用
・
勤
務
条
件
を

確
保
す
る
為
、
地
方
公
務

員
法
の
改
正
が
来
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
。
市
が

実
施
す
べ
き
事
項
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

企
画
政
策
部
長
　
現
在
、

特
別
職
非
常
勤
と
す
る
職

種
と
委
託
等
に
移
行
す
る

職
種
の
整
理
を
行
っ
て
お

り
今
後
必
要
に
応
じ
て
設

置
規
則
等
の
改
正
を
進
め

る
。
ま
た
、
臨
時
・
嘱
託

職
員
は
来
年
４
月
か
ら
会

計
年
度
職
員
に
移
行
さ
れ
、

条
例
で
定
め
る
所
に
よ
り

期
末
手
当
等
の
支
給
が
可

能
に
な
る
。
現
在
、
勤
務

条
件
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

議
員
　
臨
時
・
非
常
勤
の

方
か
ら
新
し
い
任
期
と
前

任
期
の
間
の
空
白
期
間
に
、

社
会
保
障
（
社
保
↓
国
保
、

厚
生
年
金
↓
国
民
年
金
）

の
切
替
え
が
大
変
だ
と
伺

う
。
会
計
年
度
職
員
に
な

る
と
空
白
期
間
は
解
消
さ

れ
る
の
か
。
又
期
末
手
当

支
給
可
能
に
な
る
の
は
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。

企
画
政
策
部
長
　
空
白
期

間
は
、
地
方
公
務
員
法
改

正
の
主
旨
に
基
づ
き
適
切

に
対
応
す
る
。
期
末
手
当

は
「
任
期
が
６
ヶ
月
以
上

で
支
給
基
準
日
に
在
職
す

る
会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
し
て
支

給
す
る
」

と
示
さ
れ

て
い
る
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
御
笠
自
治
会
バ
ス
に

乗
車
し
て
利
用
者
の
意
見

な
ど
を
伺
っ
た
。
乗
車
し

た
２
便
で
は
カ
ミ
ー
リ
ヤ

や
他
の
停
留
所
で
の
カ
ミ

ー
リ
ヤ
バ
ス
か
ら
の
乗
り

換
え
は
な
か
っ
た
。
前
提

と
さ
れ
て
い
た
カ
ミ
ー
リ

ヤ
バ
ス
と
の
結
節
に
よ
る

利
便
性
に
は
強
い
疑
問
を

感
じ
た
が
。

企
画
政
策
部
長
　
ま
ず
は
、

今
後
の
利
用
状
況
を
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
最
終
的
に
目
指
す
姿

の
う
ち
、
利
便
性
に
つ
い

て
は
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
。

企
画
政
策
部
長
　
現
行
の

運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
、

料
金
等
を
基
本
と
し
つ
つ
、

今
後
の
運
行
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
必
要
が
生
じ

た
場
合
に
は
検
討
し
た
い
。

議
員
　
御
笠
自
治
会
バ
ス

の
運
転
手
は
、
業
者
に
依

頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
故
障
が
生
じ
た
場

合
、
運
休
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
を
大
変
不
安
に
感

じ
て
い
た
。
予
備
の
車
両

が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
法
令
に

基
づ
き
、
予
備
車
両
の
登

録
な
ど
適
切
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

議
員
　
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
で
地
域
公
共
交
通
の
取

り
組
み
を
検
討
す
る
場
合

の
条
件
と
市
の
支
援
は
。

企
画
政
策
部
長
　
ま
ず

は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、

協
議
、
検
討
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

市
内
居
住
の
外
国
人

と
の
共
生
等
は

議
員
　
新
た
な
外
国
人
の

受
入
れ
が
始
ま
り
、
外
国

人
市
内
居
住
者
が
、
３
月

の
５
８
５
人
か
ら
、
５
月

末
は
６
４
５
人
と
増
加
し

て
い
る
。
学
齢
期
の
子
ど

も
は
全
員
就
学
し
て
い
る

の
か
。

教
育
部
長
　
本
市
の
小
中

学
校
へ
希
望
す
る
児
童
生

徒
は
す
べ
て
就
学
し
て
い

る
。

議
員
　
多
文
化
共
生
社
会

を
目
指
す
た
め
に
、
市
内

に
居
住
の
外
国
人
に
、
出

身
国
の
文
化
を
紹
介
い
た

だ
き
、
ま
た
、
日
本
や
地

域
文
化
を
紹
介
し
理
解
を

深
め
る
、
多
く
の
市
民
が

参
加
し
や
す
い
事
業
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　
日
本
語
教
室

と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
子
ど
も
会
議
の
招
聘
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
事
業
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

地
域
公
共
交
通
の
充
実
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
は
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
検
討
す
る

検
討
課
題
だ
が
「
つ
く
し
号
」
等
周
知
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

利
用
促
進
を
図
る

西村 和子
（市民会議）

山本加奈子
（公明党）

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
策
を

　
　
　
　
　
　
　

   

検
討
で
き
な
い
か

し
ょ
う
へ
い

会  派
写真下の（　）は
所属会派又は
所属政党

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

６月定例会の一般質問では、市政について７人の議員が16題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

市内の歌碑・句碑シリーズ１
作者：大伴旅人
訳：湯の原で鳴いている鶴は、私のように、亡き妻を恋い慕うのであろうか。鳴きどおしに鳴いている。
場所：筑紫野市湯町２丁目４番２号　パープルホテル二日市前

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①市内居住の外国人との共生等について
②地域公共交通の充実について

■ 西村　和子　議員　

①高齢者運転免許証返納支援について
②会計年度任用職員制度について

■ 山本　加奈子　議員

①指名競争入札について
■ 平嶋　正一　議員　

①子どもの権利救済委員について
■ 段下　季一郎　議員

①コンビニエンスストア等における証明書等の自動
　交付サービスについて
②観光振興に向けた施策の推進について
③不登校の子どもたちへの支援について
④待機児童問題の改善について

■ 前田　倫宏　議員

①市民を犯罪や事故から守るための新たな施策に
　ついて
②ＪＲ二日市駅周辺事業について
③財政の更なる健全化のために市有地の有効活用に
　ついて

■ 白石　卓也　議員

①中高年の引きこもりについて
②障がい者に優しい市役所作りについて
③いじめなどに対する第三者委員会の設置について

■ 田中　允　議員

議
員  

高
齢
者
の
運
転
事

故
が
年
々
増
加
し
、
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
た
び
胸
が
痛

む
と
同
時
に
運
転
に
不
安

を
感
じ
る
が
、
自
身
や
家

族
の
病
院
通
院
等
で
免
許

証
返
納
に
踏
み
切
れ
な
い

と
い
う
声
を
多
く
耳
に
す

る
。
県
の
Ｈ
Ｐ
に
は
「
運

転
経
歴
証
明
書
」
を
掲
示

す
れ
ば
タ
ク
シ
ー
運
賃
が

10
％
割
引
と
な
る
タ
ク
シ

ー
会
社
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
証
明
書
は
免
許
書
自

主
返
納
後
５
年
以
内
の
方

の
み
申
請
で
き
、
手
数
料

が
１
１
０
０
円
か
か
る
。

ま
た
、
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
と
し
て
自
治
体

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

回
数
券
や
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

を
行
っ
て
い
る
。
当
市
で

も
検
討
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
検
討
課

題
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
つ

く
し
号
」
及
び
御
笠
自
治

会
バ
ス
の
利
用
方
法
の
周

知
や
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を

含
め
た
交
通
機
関
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
つ
い
て

議
員
　
地
方
公
務
員
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
が
年
々

増
加
し
て
い
る
事
か
ら
適

正
な
任
用
・
勤
務
条
件
を

確
保
す
る
為
、
地
方
公
務

員
法
の
改
正
が
来
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
。
市
が

実
施
す
べ
き
事
項
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

企
画
政
策
部
長
　
現
在
、

特
別
職
非
常
勤
と
す
る
職

種
と
委
託
等
に
移
行
す
る

職
種
の
整
理
を
行
っ
て
お

り
今
後
必
要
に
応
じ
て
設

置
規
則
等
の
改
正
を
進
め

る
。
ま
た
、
臨
時
・
嘱
託

職
員
は
来
年
４
月
か
ら
会

計
年
度
職
員
に
移
行
さ
れ
、

条
例
で
定
め
る
所
に
よ
り

期
末
手
当
等
の
支
給
が
可

能
に
な
る
。
現
在
、
勤
務

条
件
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

議
員
　
臨
時
・
非
常
勤
の

方
か
ら
新
し
い
任
期
と
前

任
期
の
間
の
空
白
期
間
に
、

社
会
保
障
（
社
保
↓
国
保
、

厚
生
年
金
↓
国
民
年
金
）

の
切
替
え
が
大
変
だ
と
伺

う
。
会
計
年
度
職
員
に
な

る
と
空
白
期
間
は
解
消
さ

れ
る
の
か
。
又
期
末
手
当

支
給
可
能
に
な
る
の
は
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。

企
画
政
策
部
長
　
空
白
期

間
は
、
地
方
公
務
員
法
改

正
の
主
旨
に
基
づ
き
適
切

に
対
応
す
る
。
期
末
手
当

は
「
任
期
が
６
ヶ
月
以
上

で
支
給
基
準
日
に
在
職
す

る
会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
し
て
支

給
す
る
」

と
示
さ
れ

て
い
る
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
御
笠
自
治
会
バ
ス
に

乗
車
し
て
利
用
者
の
意
見

な
ど
を
伺
っ
た
。
乗
車
し

た
２
便
で
は
カ
ミ
ー
リ
ヤ

や
他
の
停
留
所
で
の
カ
ミ

ー
リ
ヤ
バ
ス
か
ら
の
乗
り

換
え
は
な
か
っ
た
。
前
提

と
さ
れ
て
い
た
カ
ミ
ー
リ

ヤ
バ
ス
と
の
結
節
に
よ
る

利
便
性
に
は
強
い
疑
問
を

感
じ
た
が
。

企
画
政
策
部
長
　
ま
ず
は
、

今
後
の
利
用
状
況
を
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
最
終
的
に
目
指
す
姿

の
う
ち
、
利
便
性
に
つ
い

て
は
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
。

企
画
政
策
部
長
　
現
行
の

運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
、

料
金
等
を
基
本
と
し
つ
つ
、

今
後
の
運
行
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
必
要
が
生
じ

た
場
合
に
は
検
討
し
た
い
。

議
員
　
御
笠
自
治
会
バ
ス

の
運
転
手
は
、
業
者
に
依

頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
故
障
が
生
じ
た
場

合
、
運
休
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
を
大
変
不
安
に
感

じ
て
い
た
。
予
備
の
車
両

が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
法
令
に

基
づ
き
、
予
備
車
両
の
登

録
な
ど
適
切
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

議
員
　
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
で
地
域
公
共
交
通
の
取

り
組
み
を
検
討
す
る
場
合

の
条
件
と
市
の
支
援
は
。

企
画
政
策
部
長
　
ま
ず

は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、

協
議
、
検
討
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

市
内
居
住
の
外
国
人

と
の
共
生
等
は

議
員
　
新
た
な
外
国
人
の

受
入
れ
が
始
ま
り
、
外
国

人
市
内
居
住
者
が
、
３
月

の
５
８
５
人
か
ら
、
５
月

末
は
６
４
５
人
と
増
加
し

て
い
る
。
学
齢
期
の
子
ど

も
は
全
員
就
学
し
て
い
る

の
か
。

教
育
部
長
　
本
市
の
小
中

学
校
へ
希
望
す
る
児
童
生

徒
は
す
べ
て
就
学
し
て
い

る
。

議
員
　
多
文
化
共
生
社
会

を
目
指
す
た
め
に
、
市
内

に
居
住
の
外
国
人
に
、
出

身
国
の
文
化
を
紹
介
い
た

だ
き
、
ま
た
、
日
本
や
地

域
文
化
を
紹
介
し
理
解
を

深
め
る
、
多
く
の
市
民
が

参
加
し
や
す
い
事
業
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　
日
本
語
教
室

と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
子
ど
も
会
議
の
招
聘
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
事
業
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

地
域
公
共
交
通
の
充
実
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
は
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
検
討
す
る

検
討
課
題
だ
が
「
つ
く
し
号
」
等
周
知
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

利
用
促
進
を
図
る

西村 和子
（市民会議）

山本加奈子
（公明党）

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
策
を

　
　
　
　
　
　
　

   

検
討
で
き
な
い
か

し
ょ
う
へ
い

会  派
写真下の（　）は
所属会派又は
所属政党

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
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長

企
画
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策
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長

企
画
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長
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長

企
画
政
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員
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員
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員

教
育
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長

教
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長
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段下 季一郎
（市民会議）

前田 倫宏
（－）

平嶋 正一
（つくし野）

白石 卓也
（市民会議）

日 月 火 水 木 金 土
8/25 26 28 29 30 31

9/1 2 4 5 6 7

8 9 11 12 13 14

15 16 18 19 20 21

22 23

27

3

10

17

24 25 26 27 28

※変更する場合があります。

議
員
　
権
利
救
済
委
員
相

談
専
用
の
電
話
番
号
を
設

置
で
き
な
い
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
に
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の

為
に
料
金
受
取
人
払
の
は

が
き
や
封
書
で
の
相
談
体

制
は
整
え
ら
れ
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
生
か

せ
る
既
存
の
相
談
窓
口
、

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
の
相

談
員
を
活
用
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
専
用
電

話
の
設
置
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
は
、
体
制
整
備
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
は
が
き
や

封
書
に
よ
る
相
談
は
、
会

話
や
面
談
を
通
し
て
内
容

を
詳
細
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
は
困
難
。
ヤ
ン
グ
テ

レ
フ
ォ
ン
相
談
員
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
既
に
権
利

救
済
の
相
談
を
受
け
て
解

決
に
当
た
っ
て
い
る
。

議
員
　
専
用
電
話
の
設
置

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
の
体
制
整

備
の
課
題
と
は
何
か
。
面

談
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ど
の

よ
う
な
場
所
を
確
保
し
て

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
専
用
電

話
の
設
置
は
、
新
た
な
専

門
の
人
材
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
相
談
は
、
相
手
の
心

理
面
で
の
状
況
が
つ
か
み

に
く
い
こ
と
、
ま
た
、
夜

間
な
ど
に
的
確
な
応
答
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

面
談
ス
ペ
ー
ス
は
、
家
庭

児
童
相
談
室
や
子
育
て
支

援
課
に
相
談
室
を
設
置
し

て
い
る
。

業
者
指
名
の
在
り
方
を
問
う

適
正
に
手
続
き
を
行
っ
て
い
る

議
員
　
世
の
中
は
市
民
を

巻
き
込
む
事
件
・
事
故
が

頻
発
し
て
い
る
。
川
崎
で

の
無
差
別
殺
傷
事
件
な
ど

痛
ま
し
い
だ
け
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
事
が
起
こ
っ
て

い
る
。
子
ど
も
達
の
命
を

守
る
た
め
の
新
た
な
施
策

に
つ
い
て
本
市
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
子
ど
も
の
登

下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
に
加
え
、
新
た
に
警

察
や
、
青
パ
ト
所
有
団
体

と
も
連
携
し
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
る
。

　健
康
福
祉
部
長
　
子
ど
も

の
虐
待
に
関
し
て
は
、
通

報
体
制
と
し
て
本
市
の
家

庭
児
童
相
談
室
が
窓
口
と

な
り
児
童
相
談
所
、
学
校
、

地
域
、
医
療
機
関
と
連
携

し
早
期
発
見
対
応
に
努
め

て
い
る
。

　
ま
た
子
ど
も
自
身
が
相

談
も
で
き
る
家
庭
児
童
相

談
室
、
児
童
相
談
所
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」
を

周
知
し
て
い
る
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
対
策
は

議
員
　
免
許
証
返
納
が
事

故
減
少
の
効
果
を
も
た
ら

す
と
考
え
る
が
、
本
市
の

見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
減
少

の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
一
定
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
新
た
な
施
策
の
検

討
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
本
年
１

月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
つ
く

し
号
及
び
御
笠
自
治
会
バ

ス
の
利
用
方
法
の
周
知
や

カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を
含
め

た
交
通
機
関
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口

乗
降
口
建
設
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

議
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西

口
の
乗
降
口
建
設
は
地
域

住
民
、
利
用
者
の
長
年
の

願
い
で
あ
る
。
報
道
に
よ

る
と
市
長
、
議
長
、
住
民

代
表
者
が
鉄
道
事
業
者
と

面
談
し
た
記
事
が
出
て
い

た
。
今
後
も
着
実
な
前
進

を
お
願
い
し
た
い
。

施
政
方
針
に
有
る
Ｊ
Ｒ
二

日
市
駅
西
口
乗
降
口
に
関

し
て
「
事
業
手
法
」
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。

建
設
部
長
　
基
本
設
計
を

委
託
発
注
し
て
い
る
。

議
員
　
本
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
１
３

３
人
で
あ
る
。
市
内
全
て

の
認
可
保
育
所
の
定
員
と

入
所
者
数
の
差
は
、
合
計

１
６
４
人
で
あ
り
、
保
育

士
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

待
機
児
童
１
３
３
人
の
す

べ
て
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
る
。
近
隣
自
治
体
で

は
、
保
育
士
確
保
の
対
策

と
し
て
、
家
賃
補
助
等
の

支
給
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
届
出
保
育
施
設
利

用
の
保
護
者
に
対
し
保
育

料
金
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
問
題
解
決

に
向
け
て
、
本
市
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
育
士

の
処
遇
改
善
や
合
同
就
職

説
明
会
の
開
催
を
継
続
す

る
。
新
た
に
幼
稚
園
で
の

２
歳
児
の
一
時
預
か
り
事

業
を
実
施
す
る
。

証
明
書
等
の
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
　
県
内
60
の
市
町
村

の
う
ち
、
23
の
自
治
体
が

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を

コ
ン
ビ
ニ
等
で
取
得
で
き

る
。
導
入
に
つ
い
て
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
高
額
な

シ
ス
テ
ム
使
用
料
な
ど
費

用
対
効
果
の
面
で
課
題
が

あ
る
。
新
た
に
公
布
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

観
光
振
興
に
向
け
た
施

策
の
推
進
に
つ
い
て

議
員
　
太
宰
府
市
の
観
光

客
数
は
１
千
万
人
を
超
え

「
令
和
」
の
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
今
後
も
増
加
す
る

と
思
わ
れ
る
。
筑
紫
野
市

は
、
１
８
５
万
人
で
ほ
ぼ

横
ば
い
状
態
で
あ
る
。
観

光
客
数
の
増
加
は
、
地
域

の
生
産
品
の
需
要
増
や
雇

用
の
創
出
に
つ
な
が
る
。

観
光
客
の
増
加
を
目
指
し

た
観
光
協
会
と
の
連
携
強

化
と
二
日
市
温
泉
の
温
泉

施
設
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
等

が
行
う
改
修
工
事
の
補
助

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
観
光
協

会
と
連
携
し
、
二
日
市
温

泉
の
魅
力
を
様
々
な
媒
体

で
情
報
発
信
し
て
お
り
、

こ
れ
を
継
続
す
る
。
宿
泊

施
設
等
の
改
修
補
助
事
業

は
、
現
時
点
で
の
実
施
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
問
題
の
解
決
に
向
け
て

関
係
機
関
と
連
携
を
行
い
、
待
機
児
童
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

解
消
に
努
め
る

議
員
　
平
成
30
年
度
に
行

わ
れ
た
土
木
工
事
の
入
札

件
数
は
、
昨
年
七
月
の
豪

雨
被
害
に
よ
る
工
事
発
注

件
数
が
38
件
、
そ
の
他
の

通
常
の
工
事
発
注
は
30
件

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
指

名
さ
れ
た
業
者
は
19
業
者

で
、
延
べ
指
名
回
数
は
４

７
０
回
あ
っ
た
が
、
一
年

間
全
く
指
名
さ
れ
て
い
な

い
地
場
業
者
も
存
在
し
て

い
る
。

　
特
に
30
年
度
は
災
害
復

旧
に
関
す
る
土
木
工
事
が

集
中
的
に
33
件
の
指
名
競

争
入
札
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
中
に
は
予
定
価
格
が
３

０
０
万
円
以
下
の
工
事
が

８
件
あ
り
、
特
に
２
月
28

日
の
入
札
時
に
は
６
件
中

４
件
が
３
０
０
万
円
以
下

の
工
事
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
工

事
に
は
、
今
ま
で
指
名
に

至
ら
な
か
っ
た
業
者
も
そ

の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
も

良
か
っ
た
の
で
は
。
ま
た
、

他
の
業
者
が
本
市
工
事
の

手
持
ち
工
事
が
あ
る
中
、

な
ぜ
指
名
の
機
会
が
な
か

っ
た
の
か
、
指
名
の
在
り

方
を
お
尋
ね
す
る
。

総
務
部
長
　
発
注
す
る
工

事
案
件
ご
と
に
、
指
名
競

争
入
札
参
加
者
の
指
名
選

定
等
に
関
す
る
要
綱
で
定

め
る
選
定
基
準
に
基
づ
き
、

適
正
に
手
続
き
を
行
っ
た

結
果
で
あ
る
。

現
在
の
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め
る

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
へ
の

　
　

   

相
談
体
制
を
充
実
で
き
な
い
か

関
係
機
関
・
団
体
に
協
力
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い
た
だ
い
て
い
る

市
民
を
犯
罪
や
事
故
か
ら

　
　
　
　守
る
た
め
の
新
た
な
施
策
は

市
議
会
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の
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ら
せ
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段下 季一郎
（市民会議）

前田 倫宏
（－）

平嶋 正一
（つくし野）

白石 卓也
（市民会議）

日 月 火 水 木 金 土
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17

24 25 26 27 28

※変更する場合があります。

議
員
　
権
利
救
済
委
員
相

談
専
用
の
電
話
番
号
を
設

置
で
き
な
い
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
に
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の

為
に
料
金
受
取
人
払
の
は

が
き
や
封
書
で
の
相
談
体

制
は
整
え
ら
れ
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
生
か

せ
る
既
存
の
相
談
窓
口
、

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
の
相

談
員
を
活
用
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
専
用
電

話
の
設
置
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
は
、
体
制
整
備
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
は
が
き
や

封
書
に
よ
る
相
談
は
、
会

話
や
面
談
を
通
し
て
内
容

を
詳
細
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
は
困
難
。
ヤ
ン
グ
テ

レ
フ
ォ
ン
相
談
員
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
既
に
権
利

救
済
の
相
談
を
受
け
て
解

決
に
当
た
っ
て
い
る
。

議
員
　
専
用
電
話
の
設
置

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
の
体
制
整

備
の
課
題
と
は
何
か
。
面

談
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ど
の

よ
う
な
場
所
を
確
保
し
て

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
専
用
電

話
の
設
置
は
、
新
た
な
専

門
の
人
材
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
相
談
は
、
相
手
の
心

理
面
で
の
状
況
が
つ
か
み

に
く
い
こ
と
、
ま
た
、
夜

間
な
ど
に
的
確
な
応
答
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

面
談
ス
ペ
ー
ス
は
、
家
庭

児
童
相
談
室
や
子
育
て
支

援
課
に
相
談
室
を
設
置
し

て
い
る
。

業
者
指
名
の
在
り
方
を
問
う

適
正
に
手
続
き
を
行
っ
て
い
る

議
員
　
世
の
中
は
市
民
を

巻
き
込
む
事
件
・
事
故
が

頻
発
し
て
い
る
。
川
崎
で

の
無
差
別
殺
傷
事
件
な
ど

痛
ま
し
い
だ
け
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
事
が
起
こ
っ
て

い
る
。
子
ど
も
達
の
命
を

守
る
た
め
の
新
た
な
施
策

に
つ
い
て
本
市
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
子
ど
も
の
登

下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
に
加
え
、
新
た
に
警

察
や
、
青
パ
ト
所
有
団
体

と
も
連
携
し
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
る
。

　健
康
福
祉
部
長
　
子
ど
も

の
虐
待
に
関
し
て
は
、
通

報
体
制
と
し
て
本
市
の
家

庭
児
童
相
談
室
が
窓
口
と

な
り
児
童
相
談
所
、
学
校
、

地
域
、
医
療
機
関
と
連
携

し
早
期
発
見
対
応
に
努
め

て
い
る
。

　
ま
た
子
ど
も
自
身
が
相

談
も
で
き
る
家
庭
児
童
相

談
室
、
児
童
相
談
所
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」
を

周
知
し
て
い
る
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
対
策
は

議
員
　
免
許
証
返
納
が
事

故
減
少
の
効
果
を
も
た
ら

す
と
考
え
る
が
、
本
市
の

見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
減
少

の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
一
定
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
新
た
な
施
策
の
検

討
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
本
年
１

月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
つ
く

し
号
及
び
御
笠
自
治
会
バ

ス
の
利
用
方
法
の
周
知
や

カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を
含
め

た
交
通
機
関
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口

乗
降
口
建
設
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

議
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西

口
の
乗
降
口
建
設
は
地
域

住
民
、
利
用
者
の
長
年
の

願
い
で
あ
る
。
報
道
に
よ

る
と
市
長
、
議
長
、
住
民

代
表
者
が
鉄
道
事
業
者
と

面
談
し
た
記
事
が
出
て
い

た
。
今
後
も
着
実
な
前
進

を
お
願
い
し
た
い
。

施
政
方
針
に
有
る
Ｊ
Ｒ
二

日
市
駅
西
口
乗
降
口
に
関

し
て
「
事
業
手
法
」
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。

建
設
部
長
　
基
本
設
計
を

委
託
発
注
し
て
い
る
。

議
員
　
本
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
１
３

３
人
で
あ
る
。
市
内
全
て

の
認
可
保
育
所
の
定
員
と

入
所
者
数
の
差
は
、
合
計

１
６
４
人
で
あ
り
、
保
育

士
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

待
機
児
童
１
３
３
人
の
す

べ
て
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
る
。
近
隣
自
治
体
で

は
、
保
育
士
確
保
の
対
策

と
し
て
、
家
賃
補
助
等
の

支
給
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
届
出
保
育
施
設
利

用
の
保
護
者
に
対
し
保
育

料
金
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
問
題
解
決

に
向
け
て
、
本
市
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
育
士

の
処
遇
改
善
や
合
同
就
職

説
明
会
の
開
催
を
継
続
す

る
。
新
た
に
幼
稚
園
で
の

２
歳
児
の
一
時
預
か
り
事

業
を
実
施
す
る
。

証
明
書
等
の
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
　
県
内
60
の
市
町
村

の
う
ち
、
23
の
自
治
体
が

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を

コ
ン
ビ
ニ
等
で
取
得
で
き

る
。
導
入
に
つ
い
て
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
高
額
な

シ
ス
テ
ム
使
用
料
な
ど
費

用
対
効
果
の
面
で
課
題
が

あ
る
。
新
た
に
公
布
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

観
光
振
興
に
向
け
た
施

策
の
推
進
に
つ
い
て

議
員
　
太
宰
府
市
の
観
光

客
数
は
１
千
万
人
を
超
え

「
令
和
」
の
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
今
後
も
増
加
す
る

と
思
わ
れ
る
。
筑
紫
野
市

は
、
１
８
５
万
人
で
ほ
ぼ

横
ば
い
状
態
で
あ
る
。
観

光
客
数
の
増
加
は
、
地
域

の
生
産
品
の
需
要
増
や
雇

用
の
創
出
に
つ
な
が
る
。

観
光
客
の
増
加
を
目
指
し

た
観
光
協
会
と
の
連
携
強

化
と
二
日
市
温
泉
の
温
泉

施
設
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
等

が
行
う
改
修
工
事
の
補
助

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
観
光
協

会
と
連
携
し
、
二
日
市
温

泉
の
魅
力
を
様
々
な
媒
体

で
情
報
発
信
し
て
お
り
、

こ
れ
を
継
続
す
る
。
宿
泊

施
設
等
の
改
修
補
助
事
業

は
、
現
時
点
で
の
実
施
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
問
題
の
解
決
に
向
け
て

関
係
機
関
と
連
携
を
行
い
、
待
機
児
童
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

解
消
に
努
め
る

議
員
　
平
成
30
年
度
に
行

わ
れ
た
土
木
工
事
の
入
札

件
数
は
、
昨
年
七
月
の
豪

雨
被
害
に
よ
る
工
事
発
注

件
数
が
38
件
、
そ
の
他
の

通
常
の
工
事
発
注
は
30
件

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
指

名
さ
れ
た
業
者
は
19
業
者

で
、
延
べ
指
名
回
数
は
４

７
０
回
あ
っ
た
が
、
一
年

間
全
く
指
名
さ
れ
て
い
な

い
地
場
業
者
も
存
在
し
て

い
る
。

　
特
に
30
年
度
は
災
害
復

旧
に
関
す
る
土
木
工
事
が

集
中
的
に
33
件
の
指
名
競

争
入
札
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
中
に
は
予
定
価
格
が
３

０
０
万
円
以
下
の
工
事
が

８
件
あ
り
、
特
に
２
月
28

日
の
入
札
時
に
は
６
件
中

４
件
が
３
０
０
万
円
以
下

の
工
事
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
工

事
に
は
、
今
ま
で
指
名
に

至
ら
な
か
っ
た
業
者
も
そ

の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
も

良
か
っ
た
の
で
は
。
ま
た
、

他
の
業
者
が
本
市
工
事
の

手
持
ち
工
事
が
あ
る
中
、

な
ぜ
指
名
の
機
会
が
な
か

っ
た
の
か
、
指
名
の
在
り

方
を
お
尋
ね
す
る
。

総
務
部
長
　
発
注
す
る
工

事
案
件
ご
と
に
、
指
名
競

争
入
札
参
加
者
の
指
名
選

定
等
に
関
す
る
要
綱
で
定

め
る
選
定
基
準
に
基
づ
き
、

適
正
に
手
続
き
を
行
っ
た

結
果
で
あ
る
。

現
在
の
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め
る

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
へ
の

　
　

   

相
談
体
制
を
充
実
で
き
な
い
か

関
係
機
関
・
団
体
に
協
力
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い
た
だ
い
て
い
る

市
民
を
犯
罪
や
事
故
か
ら

　
　
　
　守
る
た
め
の
新
た
な
施
策
は

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問

本会議
最終日

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

本会議
初日

常任委員会 常任委員会 

常任委員会 

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

本会議

常任委員会 

令和元年 9月定例会
・筑紫野市
　家庭児童相談室
　電話
　092-921-1308

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

建
設
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員
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田中　允
（－）

６月定例会 審議結果（６月７日～７月４日）　

議
員
　
新
庁
舎
は
障
が
い

者
や
高
齢
者
が
利
用
さ
れ

る
タ
ク
シ
ー
や
、
自
分
で

運
転
さ
れ
る
自
家
用
車
に

つ
い
て
、
正
面
玄
関
ま
で

乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
に

で
き
な
い
も
の
か
。
ま
た
、

駐
車
場
か
ら
降
り
て
車
椅

子
が
必
要
な
方
へ
の
対
応

等
、
利
便
性
の
向
上
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
。

総
務
部
長
　
介
助
等
を
必

要
と
さ
れ
る
方
に
は
、
積

極
的
に
お
声
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
今
後
も
来
庁

者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

い
じ
め
な
ど
に
対
す

る
第
三
者
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

議
員
　
い
じ
め
や
虐
待
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
学

校
や
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
犠
牲
者
が
出

て
か
ら
、
第
三
者
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

い
じ
め
や
虐
待
と
少
し
で

も
思
わ
れ
る
事
態
が
発
生

し
た
ら
、
学
校
や
教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
、
第

三
者
を
含
め
た
対
応
が
と

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
い
じ
め
や
虐

待
の
把
握
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
教
育
相
談
等
で
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

学
校
と
教
育
委
員
会
は
、

事
案
発
生
後
直
ち
に
情
報

を
共
有
し
共
同
し
て
調
査

や
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で

は
速
や
か
に
児
童
相
談
所

や
警
察
署
な
ど
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
る
。

中
高
年
の
引
き
こ
も

り
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
調
査
に
よ

る
と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
引
き
こ
も
り
者
が
全

国
で
約
61
万
人
と
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
80
代
の
親

が
50
代
の
子
を
見
る
、
８

０
５
０
問
題
も
深
刻
化
し

て
い
る
。
市
に
お
い
て
、

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
の

実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
特
別
な
対
策
や
専

門
の
窓
口
は
あ
る
の
か
。

　
今
後
の
課
題
と
取
り
組

み
は
。
　

健
康
福
祉
部
長
　
引
き
こ

も
り
者
の
把
握
は
困
難
で

あ
る
。
専
門
の
相
談
窓
口

と
し
て
、
県
が
引
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
家
族
へ
の
相
談

支
援
等
実
施
し
て
い
る
。

市
で
は
暮
ら
し
の
困
り
事

相
談
で
就
労
支
援
等
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
関
係

機
関
と
情
報
の
共
有
に
努

め
る
と
と
も
に
、
相
談
員

の
資
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

QRコード
条　　例・・・・６件（原案可決）

そ の 他・・・・３件（原案可決）

人事案件・・・・2件（同意）
・筑紫公平委員会委員の選任について　下田　善太郎氏
・筑紫野市監査委員の選任について　　赤司　泰一氏

・財産（物品）の取得について
・市道路線の認定について
・字の区域の変更について

・損害賠償の額を定めることについて

１件（原案可決）予　　算・・・・

専決処分・・・・１件（承認）

来
庁
者
の
声
に
耳
を
傾
け
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
に

　
　
　
　
　優
し
い
市
役
所
づ
く
り
を

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い

　
　
　
　 施
設
の
使
用
料
等
を
改
定

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
て

　  

住
民
税 

非
課
税
措
置

　
消
費
税
法
及
び
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ

が
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
税
負
担
の
円
滑
か
つ

適
正
な
転
嫁
を
基
本
と
し

て
対
処
す
る
と
の
国
の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
使
用
料

等
の
改
定
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。令

和
元
年
度
一

般
会
計
予
算
の

使
用
料
の
額
は
、
消
費
税

８
％
の
額
で
は
な
く
、
10

％
の
額
で
算
定
し
て
い
る

と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

10
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
10
パ

ー
セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
予

算
を
組
ん
で
い
る
。

　　
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

①
事
実
婚
状
態
で
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
支
給

さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
お
り
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

３
５
万
円
以
下
で
あ
る
ひ

と
り
親
に
対
し
て
、
個
人

住
民
税
を
非
課
税
と
す
る

も
の

②
軽
自
動
車
税
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直

し

ひ
と
り
親
に
対
し
て
令
和

ひ
と
り
親
に
対

し
て
令
和
３
年

度
か
ら
非
課
税
措
置
を
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
対

象
者
は
。

令
和
元
年
５
月

末
現
在
で
66
世

帯
で
あ
る
。電

気
自
動
車
、

天
然
ガ
ス
自
動

車
は
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例

の
見
直
し
後
も
税
の
75
％

軽
減
が
継
続
さ
れ
る
が
、

当
該
自
動
車
で
筑
紫
野
市

に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
は

あ
る
の
か
。現

時
点
で
は
登

録
さ
れ
て
い
る

車
は
な
い
。

全員一致

可決
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

改定額の算定方法 執
行
部

筑
紫
野
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
等
（
一
部
改
正
）

全員一致

可決
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

筑
紫
野
市
税
条
例
（
一
部
改
正
）

総務市民常任委員会

主な施設の使用料等
　　　　　　　　　 施設名

自転車駐車場（1箇月）学生以外の利用者

山家コミュニティセンター（大研修室）

農業者トレーニングセンター（メインアリーナ）

筑紫野中学校ナイター（1時間）市内利用者

改正後

1,980円

1,450円

1,130円

2,750円

改正前

1,950円

1,430円

1,110円

2,700円

軽自動車税のグリーン化特例の見直し
　　　　　　　　　 区　分

電気自動車・天然ガス自動車

★★★★かつ２０２０年度燃費基準＋３０％達成

★★★★かつ２０２０年度燃費基準＋１０％達成

★★★★…平成30年排出ガス基準50％低減達成車又は平成17年排出基準75％以上低減達成車かつ
　　　　　2020年度燃費基準＋30％達成（10％達成）

軽減率（令和4年度、5年度）

７５％軽減

軽減なし

軽減なし

軽減率（現行）

７５％軽減

５０％軽減

２５％軽減

議
員

現在の使用料÷1.08（8％消費税）×1.1（10％消費税）
（10円未満切り捨て）
例示
自転車駐車場
1,950円÷1.08×1.1＝1986.111…⇒1,980円

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

議
員

議
員

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

教
育
部
長
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田中　允
（－）

６月定例会 審議結果（６月７日～７月４日）　

議
員
　
新
庁
舎
は
障
が
い

者
や
高
齢
者
が
利
用
さ
れ

る
タ
ク
シ
ー
や
、
自
分
で

運
転
さ
れ
る
自
家
用
車
に

つ
い
て
、
正
面
玄
関
ま
で

乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
に

で
き
な
い
も
の
か
。
ま
た
、

駐
車
場
か
ら
降
り
て
車
椅

子
が
必
要
な
方
へ
の
対
応

等
、
利
便
性
の
向
上
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
。

総
務
部
長
　
介
助
等
を
必

要
と
さ
れ
る
方
に
は
、
積

極
的
に
お
声
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
今
後
も
来
庁

者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

い
じ
め
な
ど
に
対
す

る
第
三
者
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

議
員
　
い
じ
め
や
虐
待
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
学

校
や
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
犠
牲
者
が
出

て
か
ら
、
第
三
者
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

い
じ
め
や
虐
待
と
少
し
で

も
思
わ
れ
る
事
態
が
発
生

し
た
ら
、
学
校
や
教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
、
第

三
者
を
含
め
た
対
応
が
と

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
部
長
　
い
じ
め
や
虐

待
の
把
握
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
教
育
相
談
等
で
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

学
校
と
教
育
委
員
会
は
、

事
案
発
生
後
直
ち
に
情
報

を
共
有
し
共
同
し
て
調
査

や
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で

は
速
や
か
に
児
童
相
談
所

や
警
察
署
な
ど
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
る
。

中
高
年
の
引
き
こ
も

り
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
調
査
に
よ

る
と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
引
き
こ
も
り
者
が
全

国
で
約
61
万
人
と
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
80
代
の
親

が
50
代
の
子
を
見
る
、
８

０
５
０
問
題
も
深
刻
化
し

て
い
る
。
市
に
お
い
て
、

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
の

実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
特
別
な
対
策
や
専

門
の
窓
口
は
あ
る
の
か
。

　
今
後
の
課
題
と
取
り
組

み
は
。
　

健
康
福
祉
部
長
　
引
き
こ

も
り
者
の
把
握
は
困
難
で

あ
る
。
専
門
の
相
談
窓
口

と
し
て
、
県
が
引
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
家
族
へ
の
相
談

支
援
等
実
施
し
て
い
る
。

市
で
は
暮
ら
し
の
困
り
事

相
談
で
就
労
支
援
等
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
関
係

機
関
と
情
報
の
共
有
に
努

め
る
と
と
も
に
、
相
談
員

の
資
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

QRコード
条　　例・・・・６件（原案可決）

そ の 他・・・・３件（原案可決）

人事案件・・・・2件（同意）
・筑紫公平委員会委員の選任について　下田　善太郎氏
・筑紫野市監査委員の選任について　　赤司　泰一氏

・財産（物品）の取得について
・市道路線の認定について
・字の区域の変更について

・損害賠償の額を定めることについて

１件（原案可決）予　　算・・・・

専決処分・・・・１件（承認）

来
庁
者
の
声
に
耳
を
傾
け
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
に

　
　
　
　
　優
し
い
市
役
所
づ
く
り
を

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い

　
　
　
　 施
設
の
使
用
料
等
を
改
定

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
て

　  

住
民
税 

非
課
税
措
置

　
消
費
税
法
及
び
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ

が
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
税
負
担
の
円
滑
か
つ

適
正
な
転
嫁
を
基
本
と
し

て
対
処
す
る
と
の
国
の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
使
用
料

等
の
改
定
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。令

和
元
年
度
一

般
会
計
予
算
の

使
用
料
の
額
は
、
消
費
税

８
％
の
額
で
は
な
く
、
10

％
の
額
で
算
定
し
て
い
る

と
捉
え
て
よ
い
の
か
。

10
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
10
パ

ー
セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
予

算
を
組
ん
で
い
る
。

　　
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

①
事
実
婚
状
態
で
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
支
給

さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
お
り
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

３
５
万
円
以
下
で
あ
る
ひ

と
り
親
に
対
し
て
、
個
人

住
民
税
を
非
課
税
と
す
る

も
の

②
軽
自
動
車
税
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直

し

ひ
と
り
親
に
対
し
て
令
和

ひ
と
り
親
に
対

し
て
令
和
３
年

度
か
ら
非
課
税
措
置
を
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
対

象
者
は
。

令
和
元
年
５
月

末
現
在
で
66
世

帯
で
あ
る
。電

気
自
動
車
、

天
然
ガ
ス
自
動

車
は
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例

の
見
直
し
後
も
税
の
75
％

軽
減
が
継
続
さ
れ
る
が
、

当
該
自
動
車
で
筑
紫
野
市

に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
は

あ
る
の
か
。現

時
点
で
は
登

録
さ
れ
て
い
る

車
は
な
い
。

全員一致

可決
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

改定額の算定方法 執
行
部

筑
紫
野
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
等
（
一
部
改
正
）

全員一致

可決
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

筑
紫
野
市
税
条
例
（
一
部
改
正
）

総務市民常任委員会

主な施設の使用料等
　　　　　　　　　 施設名

自転車駐車場（1箇月）学生以外の利用者

山家コミュニティセンター（大研修室）

農業者トレーニングセンター（メインアリーナ）

筑紫野中学校ナイター（1時間）市内利用者

改正後

1,980円

1,450円

1,130円

2,750円

改正前

1,950円

1,430円

1,110円

2,700円

軽自動車税のグリーン化特例の見直し
　　　　　　　　　 区　分

電気自動車・天然ガス自動車

★★★★かつ２０２０年度燃費基準＋３０％達成

★★★★かつ２０２０年度燃費基準＋１０％達成

★★★★…平成30年排出ガス基準50％低減達成車又は平成17年排出基準75％以上低減達成車かつ
　　　　　2020年度燃費基準＋30％達成（10％達成）

軽減率（令和4年度、5年度）

７５％軽減

軽減なし

軽減なし

軽減率（現行）

７５％軽減

５０％軽減

２５％軽減

議
員

現在の使用料÷1.08（8％消費税）×1.1（10％消費税）
（10円未満切り捨て）
例示
自転車駐車場
1,950円÷1.08×1.1＝1986.111…⇒1,980円

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

議
員

議
員

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

教
育
部
長

議会だより筑紫野 筑紫野17 16令和元年8月15日 185号　議会だより



共
同
調
理
場
で
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　 食
器
洗
浄
機
を
購
入

待
機
児
童
数

　
　 昨
年
と
比
べ
減
少

文教福祉常任委員会
　
共
同
調
理
場
で
は
小
中

学
校
合
わ
せ
て
１
日
あ
た

り
、
約
９
７
０
０
食
分
の

給
食
を
提
供
し
て
お
り
、

１
食
に
つ
き
主
食
の
お
わ

ん
が
一
つ
、
シ
チ
ュ
ー
や

味
噌
汁
な
ど
の
お
わ
ん
が

一
つ
、
あ
え
物
や
い
た
め

物
な
ど
２
品
の
お
か
ず
の

お
皿
が
１
枚
、
計
３
種
類

の
食
器
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
毎
回
午
後
か
ら
は
16

校
分
全
て
の
食
器
を
回
収

し
て
洗
浄
・
殺
菌
を
行
い

翌
日
の
給
食
提
供
に
備
え

て
い
ま
す
。

　
共
同
調
理
場
で
は
現
在

食
器
洗
浄
機
を
２
台
保
有

し
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化

に
よ
り
、
そ
の
う
ち
１
台

を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　
取
得
金
額
３
４
５
６
万

円
で
あ
り
、
予
定
価
格
２

千
万
円
以
上
の
物
品
の
買

い
入
れ
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
及
び
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

に
付
す
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
委
員
会
と
し
て
審
査

し
ま
し
た
。更

新
が
必
要

な
理
由
は
何

か
。

食
器
を
お
湯

に
浸
し
て
汚

れ
を
浮
か
す
浸
漬
部
、
洗

浄
部
の
老
朽
化
が
激
し

く
、
故
障
も
頻
発
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

現
在
の
食
器

洗
浄
機
は
平

成
４
年
に
購
入
し
て
い
る

が
、
購
入
金
額
は
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
。

３
１
４
１
万
５

千
円
で
あ
っ
た
。

　
平
成
31
年
４
月
１
日
時

点
で
の
認
可
保
育
所
の
待

機
児
童
数
は
１
３
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点

と
比
較
し
て
48
人
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
原
因
と
し

て
は
大
き
く
２
点
あ
り
、

認
可
保
育
所
の
申
込
数
が

年
々
増
加
を
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
保
育
士
不
足

に
よ
り
児
童
の
受
け
入
れ

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
全
国
的
に
も
共
働
き
家

庭
が
増
加
し
、
市
に
お
い

て
も
申
し
込
み
者
数
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
数
が
減
少
し

た
要
因
と
し
て
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
４
月
１
日

時
点
で
の
申
込
数
は
増
加

し
ま
し
た
が
、
保
育
士
を

多
く
雇
用
で
き
た
こ
と
に

よ
り
入
所
児
童
数
が
増
加

し
た
こ
と
、
ま
た
企
業
主

導
型
保
育
施
設
な
ど
へ
の

入
所
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
３
歳
未
満
児
に
つ

い
て
は
児
童
に
対
す
る
保

育
士
の
配
置
人
数
が
０
歳

児
は
３
人
に
対
し
１
人
、

１
・
２
歳
児
は
６
人
に
対

し
１
人
で
あ
る
た
め
、
多

く
の
保
育
士
を
必
要
と

し
、
待
機
児
童
数
は
３
歳

以
上
児
に
比
べ
多
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

全員一致

可決
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

財
産
（
物
品
）
の
取
得
に
つ
い
て

待
機
児
童
数
に

　
　
　
　

 

つ
い
て

所
管
事
務
調
査

水道料金

下水道使用料

農集排使用料

計

現行料金
（８％）

3,060円

2,930円

5,990円

改定料金
（10％）

3,130円

2,990円

6,120円

負担増額

70円

60円

130円

標準的な家庭での1カ月の上下水道料金比較（口径13㎜給水管で18㎥使用した場合）

【筑紫、下見（市道路線、字の区域の変更確認）】

【萩原（河川災害復旧工事箇所）】 【城山（道路災害復旧工事箇所）】

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

　
　
　
　
　水
道
料
金
等
の
改
定

　
消
費
税
法
及
び
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

地
方
消
費
税
を
含
む
消
費

税
の
税
率
が
、
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
課
税
対
象
と
な
っ
て

い
る
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
、
水
道
料
金
、
水

道
利
用
加
入
金
、
下
水
道

使
用
料
の
４
件
の
改
定
を

行
い
ま
す
。使

用
水
量
が

少
な
い
世
帯

に
対
し
て
、
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
よ
う
な
料
金
体
系

の
工
夫
に
つ
い
て
検
討
し

た
の
か
。

今
回
は
国
の
制

度
改
定
に
伴
う

も
の
な
の
で
、
料
金
体
系

の
見
直
し
は
行
わ
な
い
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
等
（
一
部
改
正
）

技
術
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
り
、
試
験
科
目
見
直
し

　
技
術
士
法
施
行
規
則
及

び
水
道
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
っ
て
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

当
該
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
り
試
験
科

目
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

水
道
環
境
が
削
除
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に

よ
り
今
ま
で
持
っ
て
い
た

資
格
に
影
響
が
あ
る
の

か
。

影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

上
下
水
道
部
門

に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
方
は
何
名
い
る
の
か
。

上
下
水
道
部
門

の
職
員
と
し
て

１
名
を
配
置
し
て
い
る
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置

基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

現
地
視
察

市
道
路
線
の
認
定
・
字
の
区
域
の
変
更

　
　 豪
雨
災
害
復
旧
箇
所
を
視
察

　
市
道
路
線
の
認
定
及
び

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受

け
、
現
地
に
て
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
現
場
で
は
委

員
か
ら
活
発
に
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
復
旧

箇
所
の
現
地
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
道
路
や
河
川
な

ど
の
公
共
土
木
施
設
災
害

は
約
９
割
、
農
地
・
農
業

施
設
災
害
等
は
約
４
割
の

復
旧
が
完
了
し
て
お
り
、

引
き
続
き
進
捗
状
況
の
把

握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

概
要

建設環境常任委員会

し
ん
せ
き

企業主導型保育施設とは？

　企業が、主に従業員の子どものために、国から運営費の助成を受け
て運営する保育施設です。従業員枠と地域枠があり、地域枠が設けら
れている場合、保育を必要とする地域の子どもも利用できます。

議会だより筑紫野 筑紫野19 18令和元年8月15日 185号　議会だより



共
同
調
理
場
で
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　 食
器
洗
浄
機
を
購
入

待
機
児
童
数

　
　 昨
年
と
比
べ
減
少

文教福祉常任委員会
　
共
同
調
理
場
で
は
小
中

学
校
合
わ
せ
て
１
日
あ
た

り
、
約
９
７
０
０
食
分
の

給
食
を
提
供
し
て
お
り
、

１
食
に
つ
き
主
食
の
お
わ

ん
が
一
つ
、
シ
チ
ュ
ー
や

味
噌
汁
な
ど
の
お
わ
ん
が

一
つ
、
あ
え
物
や
い
た
め

物
な
ど
２
品
の
お
か
ず
の

お
皿
が
１
枚
、
計
３
種
類

の
食
器
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
毎
回
午
後
か
ら
は
16

校
分
全
て
の
食
器
を
回
収

し
て
洗
浄
・
殺
菌
を
行
い

翌
日
の
給
食
提
供
に
備
え

て
い
ま
す
。

　
共
同
調
理
場
で
は
現
在

食
器
洗
浄
機
を
２
台
保
有

し
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化

に
よ
り
、
そ
の
う
ち
１
台

を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　
取
得
金
額
３
４
５
６
万

円
で
あ
り
、
予
定
価
格
２

千
万
円
以
上
の
物
品
の
買

い
入
れ
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
及
び
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

に
付
す
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
委
員
会
と
し
て
審
査

し
ま
し
た
。更

新
が
必
要

な
理
由
は
何

か
。

食
器
を
お
湯

に
浸
し
て
汚

れ
を
浮
か
す
浸
漬
部
、
洗

浄
部
の
老
朽
化
が
激
し

く
、
故
障
も
頻
発
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

現
在
の
食
器

洗
浄
機
は
平

成
４
年
に
購
入
し
て
い
る

が
、
購
入
金
額
は
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
。

３
１
４
１
万
５

千
円
で
あ
っ
た
。

　
平
成
31
年
４
月
１
日
時

点
で
の
認
可
保
育
所
の
待

機
児
童
数
は
１
３
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点

と
比
較
し
て
48
人
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
原
因
と
し

て
は
大
き
く
２
点
あ
り
、

認
可
保
育
所
の
申
込
数
が

年
々
増
加
を
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
保
育
士
不
足

に
よ
り
児
童
の
受
け
入
れ

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
全
国
的
に
も
共
働
き
家

庭
が
増
加
し
、
市
に
お
い

て
も
申
し
込
み
者
数
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
待
機
児
童
数
が
減
少
し

た
要
因
と
し
て
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
４
月
１
日

時
点
で
の
申
込
数
は
増
加

し
ま
し
た
が
、
保
育
士
を

多
く
雇
用
で
き
た
こ
と
に

よ
り
入
所
児
童
数
が
増
加

し
た
こ
と
、
ま
た
企
業
主

導
型
保
育
施
設
な
ど
へ
の

入
所
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
３
歳
未
満
児
に
つ

い
て
は
児
童
に
対
す
る
保

育
士
の
配
置
人
数
が
０
歳

児
は
３
人
に
対
し
１
人
、

１
・
２
歳
児
は
６
人
に
対

し
１
人
で
あ
る
た
め
、
多

く
の
保
育
士
を
必
要
と

し
、
待
機
児
童
数
は
３
歳

以
上
児
に
比
べ
多
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

全員一致

可決
概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

財
産
（
物
品
）
の
取
得
に
つ
い
て

待
機
児
童
数
に

　
　
　
　

 

つ
い
て

所
管
事
務
調
査

水道料金

下水道使用料

農集排使用料

計

現行料金
（８％）

3,060円

2,930円

5,990円

改定料金
（10％）

3,130円

2,990円

6,120円

負担増額

70円

60円

130円

標準的な家庭での1カ月の上下水道料金比較（口径13㎜給水管で18㎥使用した場合）

【筑紫、下見（市道路線、字の区域の変更確認）】

【萩原（河川災害復旧工事箇所）】 【城山（道路災害復旧工事箇所）】

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

　
　
　
　
　水
道
料
金
等
の
改
定

　
消
費
税
法
及
び
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

地
方
消
費
税
を
含
む
消
費

税
の
税
率
が
、
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
課
税
対
象
と
な
っ
て

い
る
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
、
水
道
料
金
、
水

道
利
用
加
入
金
、
下
水
道

使
用
料
の
４
件
の
改
定
を

行
い
ま
す
。使

用
水
量
が

少
な
い
世
帯

に
対
し
て
、
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
よ
う
な
料
金
体
系

の
工
夫
に
つ
い
て
検
討
し

た
の
か
。

今
回
は
国
の
制

度
改
定
に
伴
う

も
の
な
の
で
、
料
金
体
系

の
見
直
し
は
行
わ
な
い
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
等
（
一
部
改
正
）

技
術
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
り
、
試
験
科
目
見
直
し

　
技
術
士
法
施
行
規
則
及

び
水
道
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
っ
て
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

当
該
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
り
試
験
科

目
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

水
道
環
境
が
削
除
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に

よ
り
今
ま
で
持
っ
て
い
た

資
格
に
影
響
が
あ
る
の

か
。

影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

上
下
水
道
部
門

に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
方
は
何
名
い
る
の
か
。

上
下
水
道
部
門

の
職
員
と
し
て

１
名
を
配
置
し
て
い
る
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置

基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

現
地
視
察

市
道
路
線
の
認
定
・
字
の
区
域
の
変
更

　
　 豪
雨
災
害
復
旧
箇
所
を
視
察

　
市
道
路
線
の
認
定
及
び

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受

け
、
現
地
に
て
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
現
場
で
は
委

員
か
ら
活
発
に
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
復
旧

箇
所
の
現
地
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
道
路
や
河
川
な

ど
の
公
共
土
木
施
設
災
害

は
約
９
割
、
農
地
・
農
業

施
設
災
害
等
は
約
４
割
の

復
旧
が
完
了
し
て
お
り
、

引
き
続
き
進
捗
状
況
の
把

握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

概
要

建設環境常任委員会

し
ん
せ
き

企業主導型保育施設とは？

　企業が、主に従業員の子どものために、国から運営費の助成を受け
て運営する保育施設です。従業員枠と地域枠があり、地域枠が設けら
れている場合、保育を必要とする地域の子どもも利用できます。
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筑紫野 　今回は一般質問を傍聴しましたが、
市民が納得できる答弁を今後期待して
います。
　先日、予算の委員会を傍聴しました
が、それぞれの議員の考え方が自由な発
言を通して伝わってきてよかったです。

議　会　だ　よ　り

筑紫野
議会を知る・議会を楽しむ・議会を見にいく

3月

9月
6月12月

8/今回の定例会

2019
No.185

15

10万市民に議会を

福岡県筑紫野市議会

議
会
だ
よ
り
　
筑
紫
野

N
o.185

2
0
1
9
年
8
月
1
5
日

・・・ ２
・・・・・ ４

●代表質問
●一般質問

・・・・・・・・・・ ６
・・・・・・・・・・12

印刷／久野印刷株式会社

広報委員会
鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介
委　　員

辻本美惠子・赤司　泰一
山本加奈子・段下季一郎

岩堀　栄さん

議 会 を 見 に い く Vol.12 傍聴者の声

◇議会を傍聴された感想は？

　これからも市民の代表として行政に
対してきちんとした対応を求め、筑紫
野市のために議会として活動をしてほ
しいです。

◇議会に期待することは？

市に関心をもって傍聴しています

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

〒
8
1
8
-8
6
8
6
　
福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
0
9
2
-9
2
3
-1
1
1
1
　
 E-M

ail  gikai@
city.chikushino.fukuoka.jp

あじさい園（筑紫野市武蔵６２９）
平成12年にあじさいを植樹したのを契機に、平成26年
に筑紫野経済同友会結成３０周年事業として、リニュー
アルをしました。市民の皆さんの憩いの場として是非ご
利用ください。

今回の表紙

●【特集】新人議員座談会
●予算審査特別委員会

目次

　第９５回全国市議会議長会定期総会において、横
尾秋洋議員、大石泰議員が、永年の議会活動を通
じ、地方自治と市政の発展に寄与された功績に対
し、議員２０年以上特別表彰を受賞されました。

■次回第186号は令和元年11月15日発行予定です。

議会を知る Facebook 日記 議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。

７月１日　議員20年以上特別表彰

 

議員の つ ぶ や き
市民の皆様のご支援・ご協力に心から
感謝いたします。今後も市政の発展の
ために邁進いたします。


